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Ⅰ 調査実施の概要 

１ 調査目的 

「消費者教育推進計画（平成30年度～令和４年度）」の効果測定及び改定の基礎資料とするため、

岡山市民の消費者教育に対する意向を把握することを目的とする。 

 

２ 調査設計 

（１）調査対象     18 歳以上の岡山市民 2,500 人 

（令和３年 10月 15日付 岡山市の住民記録情報から無作為抽出） 

（２）調査方法     配布：郵送 ・ 回答：郵送及びインターネット 

（３）調査期間     令和３年 10月 30日（金）～11月 30日（火） 

（４）有効回答数    有効回答数 1,149 票（郵送 993票・インターネット 156票） 

            有効回答率：46.0％ 

 
３ 報告書の見方 

（１）比率はすべて百分率で表し、小数点以下第２位を四捨五入して算出した。そのために、百分率

の合計が 100％にならないことがある。 

（２）前回調査は平成 28年度に実施した。 

（３）図中の選択枝表記は、場合によっては語句を短縮・簡略化している。 

（４）数表、図表、文中に示す nは、比率算出上の基数（標本数）を表している。 

（５）その他や自由意見については、読みやすさ等を考慮し文章の表現を一部変更し掲載している。 
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Ⅱ 調査結果のまとめ （ 「 1 回答者属性」は省略 ） 

２ 消費者としての意識や行動について 

販売形態の特徴として、前回調査と比較して、「インターネット通販」を『月に１～２回程度以上』

利用した割合は、＋9.1ポイント（今回調査 28.4％ － 前回調査 19.3％）。逆に、『利用しなかった』

割合は、-11.3 ポイント（今回調査 34.5％ － 前回調査 45.8％）となっており、利用頻度が前回調査

より高くなっている。 【問１】 

・「インターネット通販」を月に『１～２回程度以上』利用した割合は若年層や中高年で高く、特に 30

～39歳で 57.2％と高くなっている。 

  

新型コロナウイルスの影響による各販売形態の増減の特徴について、「店舗」（-36.6％）、「インター

ネット通販」（＋19.2％）の２つの販売形態が、対照的な結果となっている。 【問１-１】 

※増減：「増えた」－「減った」の差による  

・「インターネット通販」が「増えた」との回答は 30～39 歳で 46.2％と高くなっており、64 歳以下

の各年齢層において、「増えた」が「減った」を大きく上回っている。また、「インターネット通販」

を「元々利用していない」割合は、年齢が上がるにつれて高くなる傾向がみられる。 
 

商品やサービスを選択する際に意識することについて、『意識する』割合は、「価格」と「機能」で

約９割、「安全性」で約８割 と高くなっている。また、『意識しない』割合は、「経営方針や理念、社

会貢献活動」で約８割と高くなっている。 【問２】 

●『意識する』割合の年齢別特徴 

・「価 格」： 30～64歳の各年齢層で、９割以上。 

・「機 能」： 64歳以下の各年齢層で、９割以上。 

・「安全性」： 40～74歳の各年齢層で、８割以上。 

 

キャッシュレス決済の使用状況について、『月に１～２回程度以上』使用の割合が約７割となって

いる。 【問３】 

・「週に１～２回程度」及び「週に３回以上」使用する割合の合計は女性（56.0％）が男性（46.4％）

を 9.6ポイント上回っており、女性の方が利用頻度が高い。 

・『月に１～２回程度以上』使用する割合は、64 歳以下の各年齢層で７～８割程度と高くなっている

が、65歳以上では、年齢が上がるにつれて割合が低くなる傾向がみられる。 

 

比較的利用するキャッシュレス決済手段について、「クレジットカード（タッチ決済含む）」の割合

が 73.4％と最も高く、次いで、「バーコード、ＱＲコード決済（PayPay、LINEPay、d払い、auPay 等）」

が 52.3％となっている。 【問３-１】 

・30 歳未満においては、「バーコード、ＱＲコード決済（PayPay、LINEPay、d 払い、auPay 等）」

の利用頻度が 66.2％と、最も高くなっている（他の年齢層では全て「クレジットカード」が 1 位とな

っている）。 
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３ 商品やサービスについての不満や消費者被害について 

この１年間に購入した商品やサービスでの不満や被害について、「被害に遭ったことがある」割合

は、前回調査と比較して 6.9 ポイント減少（今回調査 2.4％ － 前回調査 9.3％）しており、改善さ

れている。 【問４】 

 

不満や被害の内容について、「商品やサービスの内容」が 51.0％と最も高くなっている。【問４-１】 

 
不満や被害の相談先等について、「家族」が 44.3％、「インターネット等で自分で調べた」割合が

24.5％。「何もしなかった」が 22.1％となっている。 

「家族」、「インターネット等で自分で調べた」との回答はどちらも今回調査が前回調査を 10 ポイ

ント以上上回っていること、「何もしなかった」との回答割合が減少していることなどから、相談もし

くは自主的に調べる等、不満や被害を受けて何らかの行動をしている人が増加している。 【問４-２】 

・「商品・サービスの提供元であるメーカー等の事業者」の割合は男性（18.3％）が女性（8.9％）を 

 9.4 ポイント上回っている。 

・「何もしなかった」の割合は女性（25.9％）が男性（16.5％）を 9.4ポイント上回っている。 

・「インターネット等で自分で調べた」の割合は 40～49歳で 51.0％と高くなっており、年齢が上がるに

つれて、その割合が減少していく傾向がある。 

 

４ 商品やサービスを選択する際の心掛けや消費生活の知識について 

商品やサービスを選択する際、「表示や説明を十分確認し、その内容を理解した上で商品やサービ

スを選択する」ことを心掛けている割合が 82.1％と高くなっている。「環境に配慮した商品やサービ

スを選択する」ことを心掛けている割合は、前回調査と比較して 11.9 ポイント減少（今回調査 45.7％ 

－ 前回調査 57.6％）している。 【問５】 

 

消費生活の知識について、「知っていた」割合は、「賞味期限」（95.6％）、「国民年金の加入義務は、

20 歳から生じる」（89.7％）で高くなっている。一方、「知らなかった」割合は、「フード・マイレー

ジ」（75.7％）、「インターネット通販等のクーリング・オフ制度対象外」（71.6％）で高くなっている。 

【問６】 

●年齢別の認知度の特徴 

・フェアトレードやフード・マイレージについて「知っていた」割合は、年齢別に見ると 30歳未満

で高くなっている。半面、同年齢層において、成年年齢引き下げと未成年者取消権との関係につい

て（※）「知っていた」割合が低くなっている。 

・インターネット通販等がクーリング・オフ制度の対象外であることについて「知っていた」割合

は、30歳未満の若年層で高く、中・高年層で低い傾向がある。 

・カスタマーハラスメントについて「知っていた」割合は、20～64歳までの就労している年齢層

で、高い傾向がある。 

 

（※）令和４年度から成年年齢が 18歳に引き下げられ、従来は原則認められてきた「未成年者取消権（親

の同意を得ず行った契約の取消）」が、18歳に到達すると行使できなくなる。 
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５ 学校教育における消費生活に関する学習機会について 

在学当時の学校で消費生活に関する授業や学習機会について、「ある」の割合が 23.0％と低い。そ

の学習の場としては、「高等学校・高等専門学校」の割合が 55.7％と高くなっている。 

【問７、問７-１】 

・「ある」の割合は 30歳未満で 62.7％ と高くなっている。また、「ある」の割合は年齢が上がるにつ

れて低くなる傾向がみられる。 

 
６ 消費生活に関する啓発や消費者教育について 

消費生活に関する講座やイベントへの参加状況について、「ある」の割合が 5.1％。その参加機会に

ついては、「職場での講習会・勉強会等」の割合が 32.2％と最も高い。 

内容については、「契約のルールや取引のトラブル防止策」（44.1％）の割合が最も高く、次いで、

「安全・安心な商品の選び方・表示の見方」（42.4％）、「環境に配慮した生活」（37.3％）の順となっ

ており、前回調査と比較すると、「家計の管理、生活設計」が 10.0 ポイント増加（今回調査 32.2％－ 

前回調査 22.2％）し、「契約のルールや取引のトラブル防止策」が 17.5 ポイント減少（今回調査 44.1％ 

－ 前回調査 61.6％）している。 【問８、問８-１、問８-２】 

 

消費生活に関する講座やイベントに参加したことがない理由について、「講座やイベントが開催さ

れていることを知らなかった」の割合が 47.4％と最も高い。 

前回調査と比較すると、「講座やイベントが開催されていることを知らなかった」が 16.4 ポイント

減少（今回調査 47.4％ － 前回調査 63.8％）し、「講座やイベントのテーマに興味・関心がわかない」

が 12.7 ポイント増加（今回調査 37.2％ － 前回調査 24.5％）しており、講座やイベントの周知の点

は改善されているが、扱うテーマが興味・関心を集めにくいことがわかる。 【問８-３】 

●年齢別特徴（参加したことがない理由） 

 ・「講座やイベントが開催されることを知らなかった」：40～49歳以外の各年齢層で４割～５割以上 

 ・「講座やイベントのテーマに興味・関心がわかない」：49歳以下の各年齢層で４割以上 

 ・「忙しく時間がない」：40～64歳までの就労している年齢層で３割程度 

 

消費生活に関する学習機会の提供について、『提供されていない』の割合が 39.8％と高くなってい

る。『提供されている』の割合は、前回調査と比べて 4.1 ポイント増加（今回調査 19.8％ － 前回調

査 15.7％）しており、改善されている。 【問９】 

・『提供されている』の割合は 30歳未満で 33.7％と高くなっているが、65～70歳では 10.8％と低くな

っている。 

 
今後知りたいと思う消費生活に関する内容について、「悪徳商法などの手口とトラブルへの対処」

の割合が 47.2％と最も高くなっている。 

前回調査と比較すると、「悪質商法などの手口とトラブルへの対処」が 7.4 ポイント増加（今回調

査 47.2％ － 前回調査 39.8％）し、「消費生活トラブルの相談窓口の役割や利用方法」が 22.5 ポイ

ント減少（今回調査 17.3％ － 前回調査 39.8％）している。 

また、年齢ごとに関心を集める内容が異なる点が特徴的である。 【問 10】 
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７ 今後の取り組みについて 

消費者問題に対する取り組みとして行った方がよいと感じることについて、「身近な場所で相談で

きる窓口の充実（消費生活相談窓口等）」の割合が 47.2％と最も高く、次いで、「インターネットを活

用した、時間や場所などの制約を受けない相談受付」（36.3％）、「消費者被害の実態や対処方法、相談

窓口の連絡先などの情報の提供」（36.0％）などの順となっている。 【問 11】 

●年齢別特徴 

・「インターネットを活用した、時間や場所などの制約を受けない相談受付」 

  49 歳以下の各年齢層で５割以上（１位） 

・「身近な場所で相談できる窓口の充実（消費生活相談窓口等）」 

  50～70歳、75歳以上の各年齢層で４～５割程度（１位） 

 

岡山市が消費者教育に関する取り組みを充実していくにあたり重要だと思うことについて、「小中

学校や高等学校における消費者教育の取り組み」の割合が 61.0％。 

前回調査と比較すると、「ＳＤＧｓ・ＥＳＤ等との連携・協働」の割合が、18.6 ポイント増加（今

回調査 27.4％ － 前回調査 8.8％）している。 【問 12】 

●年齢別特徴 

 ・「ＳＤＧｓ・ＥＳＤ等との連携・協働」 

30～39歳：24.4％ ・ 40～49歳：28.4％ ・ 50～59歳：37.7％（それぞれ２位） 

 ・「市民向けパンフレット・教材等の作成・配布」 

   60～74歳で３～４割（２位） 
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1.2 

1.9 

6.0 

8.3 

10.4 

12.7 

18.1 

17.6 

14.5 

15.9 

10.4 

9.5 

10.5 

11.3 

10.0 

8.7 

18.4 

13.8 

0.5 

0.4 

20歳未満 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳

60～64歳 65～70歳 71～74歳 75歳以上 無回答

今回調査

(n=1,149)

前回調査

(n=1,388)
(%)

0 20 40 60 80 100

1.8 

2.0 

6.8 

8.1 

34.1 

32.2 

13.0 

15.0 

10.1 

14.0 

2.2 

2.7 

28.3 

24.8 

3.0 

0.4 

0.8 

0.8 

農林漁業 自営業、会社経営 会社員、公務員等 パート、アルバイト 家事従事

学生 無職（年金生活者を含む） その他 無回答

今回調査

(n=1,149)

前回調査
(n=1,388)

(%)
0 20 40 60 80 100

43.3 

41.9 

55.8 

56.1 

0.4 

0.4 

2.0 

今回調査

(n=1,149)

前回調査

(n=1,388)

(%)
0 20 40 60 80 100

男性 女性 無回答（選択肢） 無回答

Ⅲ 調査結果 

１ 回答者属性 

Ｆ１ あなたは、どちらの区にお住まいですか。（○は１つ） 

43.5 

39.3 

20.6 

19.2 

13.9 

15.2 

21.4 

25.8 

0.5 

0.4 

中区 東区北区 南区 無回答

今回調査

(n=1,149)

前回調査

(n=1,388)

(%)
0 20 40 60 80 100

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｆ２ あなたの性別はどちらですか。（○は１つ） 

Ｆ３ あなたの年齢は次のうちどれにあたりますか。（○は１つ） 

Ｆ４ あなたの現在のお仕事についてお聞きします。あなたのお仕事はこの中のどれにあてはまりま

すか。なお、兼業の方は主として従事している職業をお選びください。（○は１つ） 
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0.1 2.4 

1.7 

2.4 

3.2 

7.4 

7.9 

18.0 

24.4 

62.6 

60.2 

7.0 

2.7 

今回調査
(n=1,149)

前回調査

(n=1,388)

(%)
0 20 40 60 80 100

0.6 

0.6 

4.5 

3.0 

23.3 

15.7 

17.6 

16.7 

11.7 

15.3 

34.5 

45.8 

7.8 

2.9 

今回調査
(n=1,149)

前回調査

(n=1,388)

(%)
0 20 40 60 80 100

0.2 1.7 

0.4 

0.8 

0.9 

1.7 

0.6 

1.5 

2.8 

85.4 

92.9 

8.8 

2.4 

今回調査

(n=1,149)

前回調査

(n=1,388)

(%)
0 20 40 60 80 100

44.5 

46.8 

40.0 

32.0 

7.3 

9.7 

2.9 

3.8 

2.1 

2.8 

1.1 

2.3 

2.1 

2.6 

今回調査

(n=1,149)

前回調査

(n=1,388)

(%)
0 20 40 60 80 100

週に３回以上 週に１～２回程度 月に１～２回程度

３か月に１～２回程度 １年間に１～２回程度 利用しなかった

無回答

２ 消費者としての意識や行動について 

問１ この１年間に、商品を購入する際、以下の販売形態について、どの程度の頻度で利用しました

か。（ア）～（ク）のそれぞれについて、あてはまるものを１つずつお選びください。 

（○はそれぞれ１つずつ） 

 
【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（ア）店舗 

（イ）訪問販売 

（ウ）インターネット通販 

（エ）カタログ通販 

『月に１～２回程度以上』 
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0.1 0.5 

0.6 

2.2 

1.2 

4.9 

8.5 

83.8 

87.5 

8.5 

2.2 

今回調査

(n=1,149)

前回調査

(n=1,388)

(%)
0 20 40 60 80 100

0.1 0.1 

0.3 

0.1 

1.4 

0.2 

0.7 

1.5 

89.1 

95.7 

8.5 

2.2 

今回調査

(n=1,149)

前回調査
(n=1,388)

(%)
0 20 40 60 80 100

0.1 0.2 

0.1 

0.7 

0.2 

2.6 

1.4 

6.8 

11.7 

81.1 

84.0 

8.5 

2.6 

今回調査
(n=1,149)

前回調査

(n=1,388)

(%)
0 20 40 60 80 100

0.4 

0.4 

0.6 

0.4 

1.0 

1.1 

3.4 

4.1 

10.9 

12.3 

75.2 

79.5 

8.5 

2.3 

今回調査

(n=1,149)

前回調査

(n=1,388)

(%)
0 20 40 60 80 100

週に３回以上 週に１～２回程度 月に１～２回程度

３か月に１～２回程度 １年間に１～２回程度 利用しなかった

無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経年比較でみると、「インターネット通販」を『月に１～２回程度以上』利用したという回答は、

今回調査（28.4％）が、前回調査（19.3％）を 9.1ポイント上回っている。逆に、「利用しなかった」

との回答は今回調査（34.5％）が前回調査（45.8％）を 11.3 ポイント下回っており、利用頻度が高

くなっていることがわかる。 

また、「電話勧誘による販売」を、「利用しなかった」割合は、今回調査（89.1％）、前回調査（95.7％）

と、共に他の販売形態の「利用しなかった」割合と比べ最も高くなっている。なお、「訪問販売」「テ

レビショッピング」「知人からの購入」についても、「利用しなかった」割合が８割以上と高くなって

おり、これらの販売形態があまり利用されていないことがわかる。 

（オ）広告、チラシ、ダイレクトメール等による通信販売 

（カ）テレビショッピング 

（キ）電話勧誘による販売 

（ク）知人からの購入 

『月に１～２回程度以上』 
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43.4 

47.1 

51.4 

51.5 

48.7 

49.6 

43.5 

27.5 

36.1 

43.7 

39.9 

35.9 

44.5 

35.5 

39.1 

43.6 

9.6 

6.7 

4.8 

6.6 

3.4 

7.4 

11.3 

10.0 

6.0 

1.7 

1.9 

2.4 

2.5 

3.3 

3.5 

3.3 

1.2 

0.8 

1.0 

3.0 

0.0 

1.7 

1.7 

5.2 

0.0 0.0 

1.0 

0.6 

0.0 

0.8 

0.0 

4.3 

3.6 

0.0 0.0 0.0 

0.8 

1.7 

0.9 

6.2 

30歳未満

(n=83)

30～39歳
(n=119)

40～49歳

(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳
(n=119)

65～70歳

(n=121)

71～74歳

(n=115)

75歳以上

(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

週に３回以上 週に１～２回程度 月に１～２回程度

３か月に１～２回程度 １年間に１～２回程度 利用しなかった

無回答

 

（ア）店舗 

 

【年齢別】 

 

「週に３回以上」との回答は 40～59歳で５割以上と高くなっている。また、「週に３回以上」の割

合は年齢が上がるにつれて低くなる傾向がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
別 
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0.5 

0.5 

1.7 

1.0 

1.2 

1.7 

0.8 

4.3 

2.4 

2.5 

0.6 

1.7 

0.8 

0.9 

1.2 

3.4 

3.0 

2.5 

0.9 

1.4 

1.2 

0.8 

1.0 

0.6 

2.5 

3.3 

2.6 

0.9 

94.0 

92.4 

92.3 

92.8 

87.4 

87.6 

80.0 

67.3 

3.6 

2.5 

1.9 

1.8 

4.2 

7.4 

12.2 

26.5 

30歳未満
(n=83)

30～39歳
(n=119)

40～49歳

(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳
(n=119)

65～70歳

(n=121)

71～74歳

(n=115)

75歳以上
(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

週に３回以上 週に１～２回程度 月に１～２回程度

３か月に１～２回程度 １年間に１～２回程度 利用しなかった

無回答

（イ）訪問販売 

 

【年齢別】 

 

「利用しなかった」との回答は 74歳以下の各年齢層で、８～９割程度と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
別 
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0.4 

1.9 

3.1 

13.5 

20.4 

41.7 

16.6 

23.7 

12.3 

7.7 

38.1 

11.5 

9.1 
郵送

(n=993)

ＷＥＢ

(n=156)

(%)
0 20 40 60 80 100

週に３回以上 週に１～２回程度 月に１～２回程度

３か月に１～２回程度 １年間に１～２回程度 利用しなかった

無回答

1.7 

0.5 

1.2 

0.8 

0.8 

10.8 

14.3 

7.7 

3.0 

1.7 

0.8 

0.5 

39.8 

41.2 

36.1 

31.1 

26.9 

8.3 

7.8 

3.3 

26.5 

24.4 

23.1 

29.3 

19.3 

10.7 

8.7 

3.8 

14.5 

6.7 

13.9 

11.4 

14.3 

13.2 

15.7 

7.1 

7.2 

9.2 

17.8 

23.4 

34.5 

57.9 

57.4 

59.7 

1.2 

2.5 

1.0 

0.6 

2.5 

8.3 

10.4 

25.6 

30歳未満
(n=83)

30～39歳

(n=119)

40～49歳
(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳

(n=119)

65～70歳
(n=121)

71～74歳

(n=115)

75歳以上

(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

週に３回以上 週に１～２回程度 月に１～２回程度

３か月に１～２回程度 １年間に１～２回程度 利用しなかった

無回答

（ウ）インターネット通販 

 

【年齢別】 

 

『月に１～２回程度以上』との回答は 30～39 歳で 57.2％と高くなっている。また、「利用しなか

った」割合は、年齢が上がるにつれて高くなる傾向がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【回答種別（アンケート回答方法）】 

 

『月に１～２回程度以上』との回答はＷＥＢ（57.1％）が郵送（23.9％）を 33.2 ポイント上回っ

ている。逆に、「利用しなかった」との回答はＷＥＢ（11.5％）が郵送（38.1％）がを 26.6 ポイント

下回っており、ＷＥＢ回答者の方がインターネット通販の利用頻度が高いことがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年
齢
別 

回
答
種
別 

『月に１～２回程度以上』 

 

『月に１～２回程度以上』 
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0.6 

0.8 

1.0 

1.2 

4.2 

5.8 

1.7 

4.3 

2.5 

4.3 

2.5 

0.8 

6.1 

2.4 

2.4 

0.8 

8.2 

8.4 

10.9 

7.4 

7.8 

9.5 

9.6 

17.6 

10.6 

13.2 

21.8 

27.3 

24.3 

21.8 

84.3 

75.6 

74.5 

76.0 

57.1 

52.1 

50.4 

41.2 

3.6 

2.5 

1.4 

0.6 

3.4 

6.6 

9.6 

20.9 

30歳未満
(n=83)

30～39歳

(n=119)

40～49歳

(n=208)

50～59歳
(n=167)

60～64歳

(n=119)

65～70歳

(n=121)

71～74歳
(n=115)

75歳以上

(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

週に３回以上 週に１～２回程度 月に１～２回程度

３か月に１～２回程度 １年間に１～２回程度 利用しなかった

無回答

（エ）カタログ通販 

 

【年齢別】 

 

『１年間に１～２回程度以上』との回答は 60歳以上で４割程度と高くなっている。また、「利用

しなかった」割合は、年齢が上がるにつれて低くなる傾向がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
別 

『１年間に１～２回程度以上』 
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0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

2.6 

0.9 

0.0 

0.8 

0.5 

0.0 0.0 0.0 

0.9 

1.9 

0.0 

0.8 

0.5 

0.6 

1.7 

1.7 

0.0 

1.9 

2.4 

0.8 

4.3 

3.6 

7.6 

3.3 

3.5 

1.9 

7.2 

3.4 

7.2 

15.0 

10.9 

14.9 

18.3 

10.9 

86.7 

91.6 

86.1 

79.6 

74.8 

71.9 

64.3 

56.4 

3.6 

2.5 

1.4 

1.2 

5.0 

8.3 

10.4 

26.1 

30歳未満
(n=83)

30～39歳
(n=119)

40～49歳

(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳
(n=119)

65～70歳

(n=121)

71～74歳

(n=115)

75歳以上
(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

週に３回以上 週に１～２回程度 月に１～２回程度

３か月に１～２回程度 １年間に１～２回程度 利用しなかった

無回答

（オ）広告、チラシ、ダイレクトメール等によるによる通信販売 

 

【年齢別】 

 

『１年間に１～２回程度以上』との回答は 71～74歳で 25.3％と高くなっている。また、「利用し

なかった」割合は、年齢が上がるにつれて低くなる傾向がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
別 

『１年間に１～２回程度以上』 
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0.8 

0.5 

0.5 

0.8 

1.7 

2.6 

0.5 

1.2 

3.4 

3.0 

3.4 

4.1 

3.5 

1.9 

1.2 

0.8 

1.9 

9.0 

5.0 

9.1 

12.2 

12.3 

94.0 

95.8 

92.8 

86.8 

84.9 

79.3 

70.4 

58.3 

3.6 

2.5 

1.4 

1.2 

4.2 

7.4 

11.3 

26.5 

30歳未満
(n=83)

30～39歳

(n=119)

40～49歳

(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳
(n=119)

65～70歳

(n=121)

71～74歳

(n=115)

75歳以上
(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

週に３回以上 週に１～２回程度 月に１～２回程度

３か月に１～２回程度 １年間に１～２回程度 利用しなかった

無回答

（カ）テレビショッピング 

 

【年齢別】 

 

「利用しなかった」との回答は、74歳以下の各年齢層で７割以上と高くなっている。特に、49歳

以下においては、９割以上が「利用しなかった」と回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
別 
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0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

0.8 

0.0 

0.9 

0.5 

1.2 

0.0 

2.9 

2.4 

2.5 

0.0 

1.7 

0.0 

1.2 

0.0 0.0 

1.2 

0.8 

1.7 

0.9 

0.5 

94.0 

97.5 

95.7 

95.2 

91.6 

90.9 

84.3 

73.0 

3.6 

2.5 

1.4 

1.2 

4.2 

7.4 

12.2 

26.1 

30歳未満

(n=83)

30～39歳

(n=119)

40～49歳

(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳
(n=119)

65～70歳

(n=121)

71～74歳

(n=115)

75歳以上
(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

週に３回以上 週に１～２回程度 月に１～２回程度

３か月に１～２回程度 １年間に１～２回程度 利用しなかった

無回答

（キ）電話勧誘による販売 

 

【年齢別】 

 

「利用しなかった」との回答は、74 歳以下の各年齢層で８割以上と高くなっている。特に、70
歳以下においては、９割以上が「利用しなかった」と回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
別 
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0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

0.5 

1.2 

0.0 0.0 0.0 

0.8 

1.7 

0.9 

0.5 

1.2 

0.8 

4.8 

3.0 

2.5 

0.0 

2.6 

0.9 

6.0 

2.5 

6.3 

7.2 

6.7 

4.1 

5.2 

1.9 

88.0 

94.1 

87.5 

88.6 

85.7 

86.8 

79.1 

70.1 

3.6 

2.5 

1.4 

1.2 

4.2 

7.4 

12.2 

26.1 

30歳未満

(n=83)

30～39歳
(n=119)

40～49歳

(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳
(n=119)

65～70歳

(n=121)

71～74歳

(n=115)

75歳以上

(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

週に３回以上 週に１～２回程度 月に１～２回程度

３か月に１～２回程度 １年間に１～２回程度 利用しなかった

無回答

（ク）知人からの購入 

 

【年齢別】 

 

70 歳以下の各年齢層で８割以上が「利用しなかった」と回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
別 
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増えた 変わらない 減った 元々利用していない 無回答

2.4 

55.3 39.0 

1.6 

1.7 
全体

(n=1,149)

(%)
0 20 40 60 80 100

0.2 

5.7 

0.8 

86.1 7.3 
全体

(n=1,149)

(%)
0 20 40 60 80 100

21.9 32.6 

2.7 

35.9 6.8 
全体

(n=1,149)

(%)
0 20 40 60 80 100

2.3 

21.4 5.3 64.7 6.4 
全体

(n=1,149)

(%)
0 20 40 60 80 100

1.2 

12.2 

3.9 

75.6 7.0 
全体

(n=1,149)

(%)
0 20 40 60 80 100

問１-１ 商品を購入する際、以下の販売形態について、新型コロナウイルスの影響を受けてどう増

減しましたか。（ア）～（ク）のそれぞれについて、あてはまるものを１つずつお選びくだ

さい。（○はそれぞれ１つずつ） 

 
【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（ア）店舗 

（イ）訪問販売 

（ウ）インターネット通販 

（エ）カタログ通販 

（オ）広告、チラシ、ダイレクトメール等による通信販売 
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0.3 3.0 0.4 

89.0 7.2 
全体

(n=1,149)

(%)
0 20 40 60 80 100

増えた 変わらない 減った 元々利用していない 無回答

0.3 

9.4 

3.1 

80.2 7.0 
全体

(n=1,149)

(%)
0 20 40 60 80 100

7.3 

1.7 

83.7 7.2 
全体

(n=1,149)

(%)
0 20 40 60 80 100

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルスの影響による各販売形態の増減（＝「増えた」－「減った」）の特徴について、

「店舗」（-36.6％）、「インターネット通販」（＋19.2％）と対照的な結果となっている。 

また、「訪問販売」「テレビショッピング」「電話勧誘による販売」「知人からの購入」は、８割以上

が「元々利用していない」と回答している。 

  

（カ）テレビショッピング 

（キ）電話勧誘による販売 

（ク）知人からの購入 
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1.2 

2.5 

2.9 

1.2 

4.2 

1.7 

2.6 

2.8 

50.6 

54.6 

50.0 

55.7 

55.5 

65.3 

64.3 

53.1 

44.6 

42.0 

45.2 

42.5 

39.5 

30.6 

33.0 

34.1 

0.0 

0.8 

1.9 

0.6 

0.0 

2.5 

0.0 

4.3 

3.6 

0.0 0.0 0.0 

0.8 

0.0 0.0 

5.7 

増えた 変わらない 減った 元々利用していない 無回答

30歳未満
(n=83)

30～39歳

(n=119)

40～49歳

(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳
(n=119)

65～70歳

(n=121)

71～74歳

(n=115)

75歳以上
(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

（ア）店舗 

 

【年齢別】 

 

全年齢層で３割以上が「減った」と回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
別 
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1.7 

3.6 

5.9 

4.8 

4.8 

5.9 

5.8 

7.8 

6.6 

2.4 

0.6 

0.8 

1.7 

0.9 

0.9 

90.4 

92.4 

94.2 

94.0 

88.2 

88.4 

80.0 

68.7 

3.6 

1.7 

1.0 

0.6 

3.4 

4.1 

11.3 

23.7 

増えた 変わらない 減った 元々利用していない 無回答

30歳未満
(n=83)

30～39歳

(n=119)

40～49歳

(n=208)

50～59歳
(n=167)

60～64歳

(n=119)

65～70歳

(n=121)

71～74歳
(n=115)

75歳以上

(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

（イ）訪問販売 

 

【年齢別】 

「元々利用していない」との回答は、74 歳以下の各年齢層で８割以上と高くなっている。特に、

59 歳以下においては、９割以上が「元々利用していない」と回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
別 
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18.9 

41.0 

31.1 

42.3 

2.8 

1.9 

39.3 

14.7 

7.9 

0.0 

増えた 変わらない 減った 元々利用していない 無回答

郵送

(n=993)

ＷＥＢ
(n=156)

(%)
0 20 40 60 80 100

39.8 

46.2 

41.8 

27.5 

15.1 

5.0 

4.3 

0.5 

48.2 

42.9 

35.6 

45.5 

42.9 

28.9 

24.3 

9.0 

2.4 

0.8 

3.4 

3.0 

2.5 

2.5 

2.6 

3.3 

7.2 

9.2 

17.8 

24.0 

37.8 

61.2 

59.1 

62.6 

2.4 

0.8 

1.4 

0.0 

1.7 

2.5 

9.6 

24.6 

増えた 変わらない 減った 元々利用していない 無回答

30歳未満
(n=83)

30～39歳
(n=119)

40～49歳

(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳
(n=119)

65～70歳

(n=121)

71～74歳

(n=115)

75歳以上
(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

 

（ウ）インターネット通販 

 

【回答種別（アンケート回答方法）】 

 

新型コロナウイルスによる増減（＝「増えた」－「減った」）について、郵送（＋16.1％）、ＷＥＢ

（＋39.1％）と、ＷＥＢの方が増加率が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

 

「増えた」との回答は 30～39歳で 46.2％と高くなっており、64歳以下の各年齢層において、「増

えた」が「減った」を大きく上回っている。また、「元々利用していない」割合は、年齢が上がるに

つれて高くなる傾向がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回
答
種
別 

年
齢
別 
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19.0 

25.6 

33.7 

26.8 

19.8 

44.0 

4.3 

17.6 

23.8 

39.7 

45.7 

29.5 

30.2 

44.0 

17.8 

32.4 

4.8 

2.6 

1.8 

4.0 

3.4 

4.0 

2.8 

2.9 

33.3 

26.9 

18.4 

36.2 

44.0 

4.0 

59.4 

35.3 

19.0 

5.1 

0.5 

3.4 

2.6 

4.0 

15.7 

11.8 

増えた 変わらない 減った 元々利用していない 無回答

農林漁業
(n=21)

自営業、会社経営
(n=78)

会社員、公務員等

(n=392)

パート、アルバイト

(n=149)

家事従事
(n=116)

学生

(n=25)

無職（年金生活者を

含む）(n=325)

その他
(n=34)

(%)
0 20 40 60 80 100

【職業状況別】 

 

「増えた」との回答は学生で 44.0％と高くなっている。また、「元々利用していない」との回答は

無職（年金生活者を含む）で 59.4％と高くなっている。 

全ての職業において、「増えた」が「減った」を上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

職
業
状
況
別 
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0.0 

3.4 

2.9 

1.8 

1.7 

4.1 

2.6 

1.4 

10.8 

14.3 

17.8 

24.0 

34.5 

19.0 

28.7 

21.3 

1.2 

1.7 

2.4 

3.6 

3.4 

10.7 

7.0 

10.4 

84.3 

79.0 

76.0 

70.7 

58.0 

60.3 

52.2 

47.4 

3.6 

1.7 

1.0 

0.0 

2.5 

5.8 

9.6 

19.4 

増えた 変わらない 減った 元々利用していない 無回答

30歳未満
(n=83)

30～39歳

(n=119)

40～49歳

(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳
(n=119)

65～70歳

(n=121)

71～74歳

(n=115)

75歳以上
(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

（エ）カタログ通販 

 

【年齢別】 

 

「元々利用していない」との回答は、59 歳以下の各年齢層で７～８割程度と高くなっている。ま

た、「元々利用していない」割合は、年齢が上がるにつれて低くなる傾向がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
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0.0 

0.8 

1.9 

1.8 

1.7 

0.8 

1.7 

0.5 

8.4 

4.2 

8.2 

18.0 

17.6 

15.7 

18.3 

9.5 

1.2 

0.8 

1.9 

1.8 

4.2 

4.1 

5.2 

9.5 

86.7 

92.4 

87.0 

78.4 

73.1 

76.0 

65.2 

56.4 

3.6 

1.7 

1.0 

0.0 

3.4 

3.3 

9.6 

24.2 

増えた 変わらない 減った 元々利用していない 無回答

30歳未満
(n=83)

30～39歳

(n=119)

40～49歳

(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳
(n=119)

65～70歳

(n=121)

71～74歳

(n=115)

75歳以上
(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

（オ）広告、チラシ、ダイレクトメール等によるによる通信販売 

 

【年齢別】 

 

「元々利用していない」との回答は、59 歳以下の各年齢層で８～９割程度と高くなっている。ま

た、「元々利用していない」割合は、年齢が上がるにつれて低くなる傾向がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
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1.7 

1.7 

3.6 

3.4 

5.3 

13.8 

15.1 

9.9 

15.7 

8.5 

1.2 

0.8 

2.4 

2.5 

5.8 

2.6 

8.1 

91.6 

94.1 

93.8 

83.8 

78.2 

81.0 

69.6 

59.7 

3.6 

1.7 

1.0 

2.5 

3.3 

10.4 

23.7 

増えた 変わらない 減った 元々利用していない 無回答

30歳未満
(n=83)

30～39歳

(n=119)

40～49歳

(n=208)

50～59歳
(n=167)

60～64歳

(n=119)

65～70歳
(n=121)

71～74歳

(n=115)

75歳以上

(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

（カ）テレビショッピング 

 

【年齢別】 

 

「元々利用していない」との回答は、70 歳以下の各年齢層で８～９割程度と高くなっている。ま

た、「元々利用していない」割合は、年齢が上がるにつれて低くなる傾向がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
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0.6 

0.8 

0.9 

4.8 

2.5 

1.9 

4.2 

5.0 

3.3 

2.6 

1.9 

1.2 

0.8 

1.7 

0.5 

90.4 

95.8 

97.1 

95.2 

90.8 

92.6 

83.5 

73.5 

3.6 

1.7 

1.0 

3.4 

3.3 

11.3 

24.2 

増えた 変わらない 減った 元々利用していない 無回答

30歳未満
(n=83)

30～39歳

(n=119)

40～49歳

(n=208)

50～59歳
(n=167)

60～64歳

(n=119)

65～70歳

(n=121)

71～74歳

(n=115)

75歳以上

(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

（キ）電話勧誘による販売 

 

【年齢別】 

 

「元々利用していない」との回答は、70 歳以下の各年齢層で９割以上と高くなっている。また、

「元々利用していない」割合は、年齢が上がるにつれて低くなる傾向がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
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9.6 

5.0 

7.7 

9.6 

11.8 

6.6 

7.0 

3.8 

1.7 

1.4 

0.6 

1.7 

0.8 

4.3 

2.8 

86.7 

91.6 

89.9 

89.8 

84.0 

89.3 

77.4 

68.7 

3.6 

1.7 

1.0 

2.5 

3.3 

11.3 

24.6 

増えた 変わらない 減った 元々利用していない 無回答

30歳未満
(n=83)

30～39歳

(n=119)

40～49歳
(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳

(n=119)

65～70歳
(n=121)

71～74歳

(n=115)

75歳以上

(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

（ク）知人からの購入 

 

【年齢別】 

 

「元々利用していない」との回答は、70 歳以下の各年齢層で８～９割程度と高くなっている。ま

た、「元々利用していない」割合は、年齢が上がるにつれて低くなる傾向がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
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常に意識する よく意識する

たまに意識する ほとんど・全く意識しない 無回答

62.2 

68.4 

27.2 

25.4 

7.3 

4.2 

1.7 

1.2 

1.5 

0.9 

今回調査

(n=1,149)

前回調査

(n=1,388)

(%)
0 20 40 60 80 100

48.0 

50.6 

40.3 

40.4 

7.0 

5.8 

1.9 

1.2 

2.9 

2.0 

今回調査

(n=1,149)

前回調査

(n=1,388)

(%)
0 20 40 60 80 100

41.4 

46.2 

39.6 

38.0 

13.7 

12.4 

2.6 

2.0 

2.7 

1.4 

今回調査

(n=1,149)

前回調査
(n=1,388)

(%)
0 20 40 60 80 100

6.4 

7.2 

22.1 

27.8 

43.9 

45.9 

23.5 

17.4 

4.2 

1.7 

今回調査

(n=1,149)

前回調査

(n=1,388)

(%)
0 20 40 60 80 100

問２ 商品やサービスを選ぶとき、以下の項目を意識することがどの程度ありますか。（ア）～（サ）

のそれぞれについて、あてはまるものを１つずつお選びください。（○はそれぞれ１つずつ） 

 
【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（ア）価格 

（イ）機能 

（ウ）安全性 

（エ）広告 

『意識する』 

 
『意識しない』 
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常に意識する よく意識する

たまに意識する ほとんど・全く意識しない 無回答

6.1 

7.8 

26.1 

31.3 

43.0 

38.0 

21.2 

20.9 

3.6 

1.9 

今回調査

(n=1,149)

前回調査

(n=1,388)

(%)
0 20 40 60 80 100

13.9 

18.4 

40.2 

40.3 

31.9 

30.0 

10.2 

9.6 

3.7 

1.7 

今回調査

(n=1,149)

前回調査

(n=1,388)

(%)
0 20 40 60 80 100

13.5 

12.8 

31.5 

31.1 

32.8 

36.0 

19.0 

18.5 

3.2 

1.6 

今回調査

(n=1,149)

前回調査

(n=1,388)

(%)
0 20 40 60 80 100

12.7 

18.0 

34.9 

41.3 

37.6 

31.9 

12.0 

7.1 

2.8 

1.7 

今回調査

(n=1,149)

前回調査

(n=1,388)

(%)
0 20 40 60 80 100

7.6 

12.5 

23.8 

32.2 

41.3 

37.2 

23.6 

15.7 

3.7 

2.4 

今回調査

(n=1,149)

前回調査

(n=1,388)

(%)
0 20 40 60 80 100

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（オ）ブランドイメージ 

（カ）評判 

（キ）特典（ポイントカード、景品等） 

（ク）購入（利用）時の説明や対応等の接客態度 

（ケ）苦情や要望に対する対応 

『意識する』 

 
『意識しない』 
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常に意識する よく意識する

たまに意識する ほとんど・全く意識しない 無回答

7.0 

7.6 

23.9 

25.8 

46.1 

44.0 

19.8 

20.6 

3.1 

1.9 

今回調査

(n=1,149)

前回調査

(n=1,388)

(%)
0 20 40 60 80 100

3.0 

3.5 

14.1 

12.1 

37.9 

41.5 

41.7 

41.1 

3.3 

1.7 

今回調査

(n=1,149)

前回調査

(n=1,388)

(%)
0 20 40 60 80 100

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商品やサービスを選択する際に意識することについて、『意識する』（「常に意識する」と「よく意

識する」を合わせた割合）との回答は、「価格」と「機能」で約９割、「安全性」で約８割と高くなっ

ている。また、『意識しない』（「たまに意識する」と「ほとんど・全く意識しない」を合わせた割合）

との回答は、「経営方針や理念、社会貢献活動」で約８割と高くなっている。 

経年比較でみると、「苦情や要望に対する対応」を『意識する』との回答は今回調査（31.3％）が

前回調査（44.7％）を 13.4 ポイント下回っていることが特徴的である。 

 

  

（コ）商品やサービスが環境に及ぼす影響 

（サ）経営方針や理念、社会貢献活動 

『意識する』 

 
『意識しない』 
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62.7 

73.1 

71.6 

70.1 

64.7 

57.0 

57.4 

45.5 

26.5 

20.2 

25.0 

24.0 

28.6 

27.3 

26.1 

35.5 

8.4 

5.9 

2.9 

3.6 

5.9 

10.7 

13.9 

10.4 

1.2 

0.8 

0.5 

2.4 

3.3 

1.7 

3.3 

1.2 

0.8 

1.7 

0.9 

5.2 

30歳未満

(n=83)

30～39歳
(n=119)

40～49歳

(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳
(n=119)

65～70歳

(n=121)

71～74歳

(n=115)

75歳以上

(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

常に意識する よく意識する

たまに意識する ほとんど・全く意識しない 無回答

（ア）価格 

 

【年齢別】 

 

『意識する』との回答は、30～64歳の各年齢層で、９割以上と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
別 

『意識する』 

 
『意識しない』 
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50.6 

59.7 

51.0 

50.9 

51.3 

43.8 

42.6 

38.4 

42.2 

33.6 

42.3 

44.3 

41.2 

39.7 

38.3 

39.3 

4.8 

5.9 

4.8 

4.2 

4.2 

12.4 

13.9 

7.6 

1.2 

0.8 

1.0 

0.6 

0.8 

1.7 

2.6 

5.2 

1.2 

0.0 

1.0 

0.0 

2.5 

2.5 

2.6 

9.5 

30歳未満

(n=83)

30～39歳
(n=119)

40～49歳
(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳

(n=119)

65～70歳

(n=121)

71～74歳
(n=115)

75歳以上

(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

常に意識する よく意識する

たまに意識する ほとんど・全く意識しない 無回答

（イ）機能 

 

【年齢別】 

 

『意識する』との回答は、64歳以下の各年齢層で、９割以上と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
別 

『意識する』 

 
『意識しない』 
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32.5 

33.6 

41.8 

43.1 

49.6 

44.6 

40.9 

41.2 

38.6 

45.4 

41.8 

40.7 

34.5 

35.5 

43.5 

37.0 

22.9 

18.5 

13.0 

15.0 

10.9 

14.9 

11.3 

9.5 

4.8 

2.5 

2.4 

1.2 

2.5 

2.5 

1.7 

3.8 

1.2 

0.0 

1.0 

0.0 

2.5 

2.5 

2.6 

8.5 

30歳未満
(n=83)

30～39歳

(n=119)

40～49歳

(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳
(n=119)

65～70歳

(n=121)

71～74歳

(n=115)

75歳以上
(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

常に意識する よく意識する

たまに意識する ほとんど・全く意識しない 無回答

（ウ）安全性 

 

【年齢別】 

 

『意識する』との回答は、40～74歳の各年齢層で、８割以上と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
別 

『意識する』 

 
『意識しない』 
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2.4 

1.7 

4.8 

10.8 

5.9 

6.6 

7.8 

8.1 

18.1 

13.4 

22.6 

19.8 

26.9 

24.8 

26.1 

23.7 

43.4 

49.6 

45.2 

49.7 

48.7 

43.0 

42.6 

32.7 

34.9 

35.3 

26.9 

18.6 

16.0 

20.7 

18.3 

22.3 

1.2 

0.0 

0.5 

1.2 

2.5 

5.0 

5.2 

13.3 

30歳未満

(n=83)

30～39歳
(n=119)

40～49歳
(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳

(n=119)

65～70歳

(n=121)

71～74歳
(n=115)

75歳以上
(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

常に意識する よく意識する

たまに意識する ほとんど・全く意識しない 無回答

（エ）広告 

 

【年齢別】 

 

『意識しない』との回答は、30～39歳で 84.9％と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
別 

『意識する』 

 
『意識しない』 
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7.2 

4.2 

6.3 

9.0 

4.2 

5.0 

7.8 

4.7 

37.3 

26.9 

26.9 

28.7 

37.8 

19.0 

19.1 

20.4 

33.7 

53.8 

46.2 

47.9 

38.7 

43.8 

39.1 

37.0 

20.5 

15.1 

20.2 

14.4 

15.1 

28.9 

29.6 

26.5 

1.2 

0.0 

0.5 

0.0 

4.2 

3.3 

4.3 

11.4 

30歳未満
(n=83)

30～39歳

(n=119)

40～49歳

(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳
(n=119)

65～70歳

(n=121)

71～74歳

(n=115)

75歳以上
(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

常に意識する よく意識する

たまに意識する ほとんど・全く意識しない 無回答

（オ）ブランドイメージ 

 

【年齢別】 

 

『意識する』との回答は、64歳以下の各年齢層で３～４割程度と、高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
別 

『意識する』 

 
『意識しない』 
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21.7 

26.1 

20.2 

16.8 

6.7 

9.1 

6.1 

6.6 

47.0 

50.4 

51.4 

47.3 

50.4 

30.6 

26.1 

23.7 

26.5 

18.5 

23.6 

28.7 

29.4 

42.1 

40.9 

42.7 

3.6 

5.0 

4.3 

6.6 

10.9 

14.9 

21.7 

14.7 

1.2 

0.0 

0.5 

0.6 

2.5 

3.3 

5.2 

12.3 

30歳未満
(n=83)

30～39歳

(n=119)

40～49歳

(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳
(n=119)

65～70歳

(n=121)

71～74歳

(n=115)

75歳以上
(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

常に意識する よく意識する

たまに意識する ほとんど・全く意識しない 無回答

（カ）評判 

 

【年齢別】 

 

『意識する』との回答は 30～39 歳で 76.5％と高くなっている。また、『意識する』割合は、年齢

が上がるにつれて低くなる傾向がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
別 

『意識する』 

 
『意識しない』 
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13.3 

10.9 

16.8 

24.0 

10.1 

9.9 

15.7 

6.2 

33.7 

40.3 

32.2 

29.9 

39.5 

28.1 

27.8 

25.6 

33.7 

32.8 

37.5 

34.7 

32.8 

37.2 

29.6 

26.1 

18.1 

16.0 

13.0 

11.4 

14.3 

21.5 

25.2 

30.8 

1.2 

0.0 

0.5 

0.0 

3.4 

3.3 

1.7 

11.4 

30歳未満

(n=83)

30～39歳
(n=119)

40～49歳
(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳

(n=119)

65～70歳

(n=121)

71～74歳
(n=115)

75歳以上
(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

常に意識する よく意識する

たまに意識する ほとんど・全く意識しない 無回答

（キ）特典（ポイントカード、景品等） 

 

【年齢別】 

 

『意識しない』との回答は 65～70 歳で 58.7％と高くなっている。また、『意識する』との回答は

30～64歳で５割程度と高くなっている。特に、50～59歳の年齢層で「常に意識する」割合が 24.0％

と、他と比べ高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
別 

『意識する』 

 
『意識しない』 
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10.8 

16.8 

14.9 

13.8 

6.7 

9.9 

12.2 

13.7 

27.7 

29.4 

36.5 

43.1 

43.7 

37.2 

36.5 

25.6 

41.0 

40.3 

40.9 

37.7 

35.3 

38.0 

31.3 

35.5 

19.3 

13.4 

7.2 

5.4 

11.8 

10.7 

18.3 

16.1 

1.2 

0.0 

0.5 

0.0 

2.5 

4.1 

1.7 

9.0 

30歳未満
(n=83)

30～39歳

(n=119)

40～49歳

(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳
(n=119)

65～70歳

(n=121)

71～74歳

(n=115)

75歳以上
(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

常に意識する よく意識する

たまに意識する ほとんど・全く意識しない 無回答

（ク）購入（利用）時の説明や対応等の接客態度 

 

【年齢別】 

 

『意識しない』との回答は 30歳未満で 60.3％と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
別 

『意識する』 

 
『意識しない』 
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3.6 

5.0 

8.7 

9.6 

5.0 

8.3 

10.4 

7.6 

18.1 

19.3 

20.7 

26.3 

26.1 

29.8 

28.7 

22.3 

36.1 

42.9 

45.7 

47.3 

47.1 

38.0 

36.5 

34.6 

41.0 

32.8 

24.0 

16.8 

19.3 

19.8 

20.9 

22.7 

1.2 

0.0 

1.0 

0.0 

2.5 

4.1 

3.5 

12.8 

30歳未満

(n=83)

30～39歳
(n=119)

40～49歳
(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳

(n=119)

65～70歳

(n=121)

71～74歳
(n=115)

75歳以上
(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

常に意識する よく意識する

たまに意識する ほとんど・全く意識しない 無回答

（ケ）苦情や要望に対する対応 

 

【年齢別】 

 

『意識しない』との回答は 39歳以下で７割以上と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
別 

『意識する』 

 
『意識しない』 
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3.6 

7.6 

4.3 

7.2 

6.7 

5.0 

9.6 

10.4 

14.5 

17.6 

17.8 

28.1 

29.4 

27.3 

31.3 

24.6 

42.2 

47.1 

53.4 

50.9 

44.5 

46.3 

45.2 

37.4 

38.6 

27.7 

24.0 

13.8 

16.8 

18.2 

10.4 

17.1 

1.2 

0.0 

0.5 

0.0 

2.5 

3.3 

3.5 

10.4 

30歳未満
(n=83)

30～39歳
(n=119)

40～49歳

(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳
(n=119)

65～70歳

(n=121)

71～74歳

(n=115)

75歳以上
(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

常に意識する よく意識する

たまに意識する ほとんど・全く意識しない 無回答

（コ）商品やサービスが環境に及ぼす影響 

 

【年齢別】 

 

『意識しない』との回答は 30歳未満で 80.8％と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
別 

『意識する』 

 
『意識しない』 

 



 

41 
 

1.2 

2.5 

1.4 

2.4 

3.4 

4.1 

3.5 

5.2 

7.2 

10.1 

7.2 

12.6 

17.6 

19.8 

20.9 

18.0 

31.3 

37.0 

39.9 

43.7 

33.6 

40.5 

41.7 

32.7 

59.0 

50.4 

51.0 

41.3 

42.0 

32.2 

31.3 

32.7 

1.2 

0.0 

0.5 

0.0 

3.4 

3.3 

2.6 

11.4 

30歳未満
(n=83)

30～39歳

(n=119)

40～49歳

(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳
(n=119)

65～70歳

(n=121)

71～74歳

(n=115)

75歳以上
(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

常に意識する よく意識する

たまに意識する ほとんど・全く意識しない 無回答

（サ）経営方針や理念、社会貢献活動 

 

【年齢別】 

 

『意識しない』との回答は 30歳未満、40～49歳で９割以上と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
別 

『意識する』 

 
『意識しない』 
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27.5 

43.6 

21.0 

28.8 

18.3 

12.8 

6.3 

3.8 

4.4 

2.6 

20.6 

8.3 

1.7 

0.0 

郵送
(n=993)

ＷＥＢ

(n=156)

(%)
0 20 40 60 80 100

週に３回以上 週に１～２回程度 月に１～２回程度

１年間に１～２回程度 お得なキャンペーン等があるときのみ使用

使用したことがない 無回答

29.7 22.1 17.6 6.0 4.2 19.0 1.5 

週に３回以上 週に１～２回程度 月に１～２回程度

１年間に１～２回程度 お得なキャンペーン等があるときのみ使用

使用したことがない 無回答

全体
(n=1,149)

(%)
0 20 40 60 80 100

問３ キャッシュレス決済（クレジットカードや電子マネー等、現金を使用しない決済方法）をどの

程度使用していますか。（○は１つ） 

 
【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャッシュレス決済の使用状況について『月に１～２回程度以上』との回答が約７割。内訳は「週

に３回以上」（29.7％）、次いで、「週に１～２回程度」（22.1％）、「月に１～２回程度」（17.6％）と

なっている。また、「使用したことがない」との回答が 19.0％となっている。 

 

 

【回答種別（アンケート回答方法）】 

 

『月に１～２回程度以上』との回答はＷＥＢ（85.2％）が郵送（66.8％）を 18.4 ポイント上回っ

ている。逆に、「使用したことがない」との回答はＷＥＢ（8.3％）が郵送（20.6％）を 12.3 ポイン

ト下回っており、ＷＥＢ回答者の方がキャッシュレス決済の利用頻度が高いことがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回
答
種
別 

『月に１～２回程度以上』 

 

『月に１～２回程度以上』 
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33.7 

39.5 

41.8 

36.5 

36.1 

23.1 

23.5 

8.5 

27.7 

27.7 

22.1 

27.5 

24.4 

16.5 

11.3 

20.4 

21.7 

16.8 

14.9 

21.6 

20.2 

20.7 

20.9 

11.4 

2.4 

3.4 

4.8 

6.0 

5.9 

8.3 

10.4 

6.6 

3.6 

3.4 

5.8 

4.8 

3.4 

2.5 

5.2 

3.8 

9.6 

8.4 

10.6 

3.6 

9.2 

27.3 

27.0 

45.0 

1.2 

0.8 

0.8 

1.7 

1.7 

4.3 

30歳未満

(n=83)

30～39歳
(n=119)

40～49歳
(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳

(n=119)

65～70歳

(n=121)

71～74歳
(n=115)

75歳以上
(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

週に３回以上 週に１～２回程度 月に１～２回程度

１年間に１～２回程度 お得なキャンペーン等があるときのみ使用

使用したことがない 無回答

25.9 

32.4 

60.0 

20.5 

23.6 

22.1 

14.2 

20.0 

7.0 

5.3 

3.8 

4.5 

18.9 

18.9 

20.0 

1.8 

1.1 

(%)
0 20 40 60 80 100

週に３回以上 週に１～２回程度 月に１～２回程度

１年間に１～２回程度 お得なキャンペーン等があるときのみ使用

使用したことがない 無回答

男性
(n=498)

女性

(n=641)

無回答

(n=5)

【性別】 

 

『月に１～２回程度以上』との回答は、男女共に７割程度であるが、「週に１～２回程度」と「週

に３回以上」の回答の合計は女性（56.0％）が男性（46.4％）を 9.6ポイント上回っており、女性の

方が利用頻度が高いことがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

 

『月に１～２回程度以上』との回答は、64歳以下の各年齢層で７～８割程度と高くなっているが、

65歳以上では、年齢が上がるにつれて割合が低くなる傾向がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
別 

性
別 

『月に１～２回程度以上』 

 

『月に１～２回程度以上』 
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73.4 

52.3 

30.6 

17.1 

8.4 

2.6 

1.6 

1.1 

0 20 40 60 80

クレジットカード（タッチ決済含む）

バーコード、ＱＲコード決済（PayPay、
LINEPay、d払い、auPay等）

交通系以外の電子マネー（WAON、nanaco、

楽天Edy等）

交通系電子マネー（Suica、ICOCA等）

その他スマホ決済（ApplePay、
GooglePay、キャリア決済等）

デビットカード

その他

無回答

(%)
(n=914)

問３で「１～５」（キャッシュレス決済を使用したことがある）とお答えになった方にお聞きします。 

問３-１ 比較的利用する頻度の高いキャッシュレス決済手段は何ですか。あてはまるものをお選び

ください。（○は３つまで） 

 
【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャッシュレス決済手段について、「クレジットカード（タッチ決済含む）」との回答が 73.4％と

最も高く、次いで、「バーコード、ＱＲコード決済（PayPay、LINEPay、d払い、auPay 等）」（52.3％）、

「交通系以外の電子マネー（WAON、nanaco、楽天 Edy等）」（30.6％）などの順となっている。 
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72.2 

49.0 

31.9 

17.0 

7.5 

2.7 

1.8 

1.3 

79.7 

69.9 

23.8 

17.5 

13.3 

2.1 

0.7 

0 20 40 60 80 100

郵送(n=771) ＷＥＢ(n=143)

クレジットカード（タッチ決済含む）

バーコード、ＱＲコード決済（PayPay、
LINEPay、d払い、auPay等）

交通系以外の電子マネー（WAON、nanaco、
楽天Edy等）

交通系電子マネー（Suica、ICOCA等）

その他スマホ決済（ApplePay、GooglePay、
キャリア決済等）

デビットカード

その他

無回答

(%)

（％）
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー

ド
（

タ
ッ

チ

決
済
含
む
）

バ
ー

コ
ー

ド
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
決

済
（

P
a
y
P
a
y
、

L
I
N
E
P
a
y
、

d
払
い
、

a
u
P
a
y
等
）

交
通
系
以
外
の
電
子
マ
ネ
ー

（

W
A
O
N
、

n
a
n
a
c
o
、

楽
天
E
d
y

等
）

交
通
系
電
子
マ
ネ
ー

（

S
u
i
c
a
、

I
C
O
C
A

等
）

そ
の
他
ス
マ
ホ
決
済

（

A
p
p
l
e
P
a
y
、

G
o
o
g
l
e
P
a
y
、

キ
ャ

リ
ア
決
済
等
）

デ
ビ
ッ

ト
カ
ー

ド

そ
の
他

　
無
回
答

73.4 52.3 30.6 17.1 8.4 2.6 1.6 1.1

30歳未満（n=74） 62.2 66.2 23.0 20.3 9.5 4.1 - -

30～39歳（n=108） 87.0 65.7 22.2 9.3 13.9 1.9 - -

40～49歳（n=186） 80.6 65.1 32.3 17.2 12.9 2.2 - 0.5

50～59歳（n=161） 74.5 62.1 35.4 17.4 5.0 2.5 0.6 -

60～64歳（n=107） 74.8 53.3 37.4 20.6 8.4 2.8 2.8 0.9

65～70歳（n=86） 74.4 29.1 31.4 20.9 5.8 2.3 1.2 -

71～74歳（n=82） 63.4 29.3 32.9 14.6 4.9 2.4 2.4 1.2

75歳以上（n=107） 58.9 26.2 25.2 15.0 4.7 3.7 7.5 6.5

１位 ２位 ３位

年
齢
別

  全  体（n=914）

【回答種別（アンケート回答方法）】 

「クレジットカード（タッチ決済含む）」との回答が、郵送・ＷＥＢいずれも７割以上。 

郵送とＷＥＢの差が大きいキャッシュレス決済手段については以下のとおり。 

 ・「交通系以外の電子マネー（WAON、nanaco、楽天 Edy等）」：郵送回答者に人気 

   郵送（31.9％） ＞ ＷＥＢ（23.8％） 

 ・「バーコード、ＱＲコード決済（PayPay、LINEPay、d払い、auPay 等）」：ＷＥＢ回答者に人気 

   郵送（49.0％） ＜ ＷＥＢ（69.9％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

【年齢別】 
「クレジットカード（タッチ決済含む）」は全年齢層で６～９割程度が利用しており、全体でみる

と、最も利用頻度が高い決済手段となっているが、30歳未満においては、「バーコード、ＱＲコード

決済（PayPay、LINEPay、d払い、auPay 等）」の利用頻度が 66.2％と、最も高くなっている（他の年

齢層では全て「クレジットカード」が 1位となっている）。 
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2.4 

9.3 

19.6 

20.7 

73.4 

65.5 

4.6 

4.5 

今回調査

(n=1,149)

前回調査
(n=1,388)

(%)
0 20 40 60 80 100

被害にあったことがある 被害にはあわなかったが、

不満をもったことがある

被害にもあわなかったし、

不満をもったことはない

無回答

３ 商品やサービスについての不満や消費者被害について 

問４ この１年間に、購入した商品やサービスについて、不満をもったり、被害にあったりしたこと

がありますか。（○は１つ） 

 
【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この１年間に購入した商品やサービスでの不満や被害について、「被害にもあわなかったし、不満

をもったことはない」との回答が 73.4％と最も高く、次いで、「被害にはあわなかったが、不満をも

ったことがある」（19.6％）、「被害にあったことがある」（2.4％）などの順となっている。 

経年比較でみると、「被害に遭ったことがある」との回答について、今回調査（2.4％）が前回調査

（9.3％）を下回っており、改善されていることがわかる。 
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51.0 

12.3 

11.1 

11.1 

5.9 

4.3 

4.3 

17.4 

2.4 

51.6 

15.3 

19.4 

13.7 

4.3 

3.4 

7.4 

5.3 

6.0 

0 20 40 60

商品やサービスの内容

商品やサービスの価格

商品やサービスの販売方法

食品の安全性

解約・中途解約

商品やサービスの安全性

架空・不当請求

その他

無回答

(%)

今回調査(n=253) 前回調査(n=417)

（問４で「１被害にあったことがある」または「２被害にはあわなかったが、不満をもったことがあ

る」とお答えになった方にお聞きします。） 

問４-１ それはどのような不満や被害でしたか。（○はいくつでも） 

 
【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不満や被害の内容について、「商品やサービスの内容」との回答が 51.0％と最も高く、次いで、「商

品やサービスの価格」（12.3％）、「商品やサービスの販売方法」と「食品の安全性」（ともに 11.1％）

などの順となっている。 

経年比較でみると、「商品やサービスの販売方法」との回答は今回調査（11.1％）が前回調査（19.4％）

を 8.3ポイント下回っていることが特徴的である。 
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44.3 

24.5 

17.4 

13.0 

8.7 

2.0 

0.8 

0.8 

0.4 

0.4 

22.1 

1.6 

34.3 

14.4 

16.1 

22.1 

8.2 

5.3 

2.2 

0.2 

0.5 

2.2 

1.0 

28.3 

3.1 

0 10 20 30 40 50

家族

インターネット等で自分で調べた

何もしなかった

知人、同僚等の身近な人

商品・サービスの提供元である

メーカー等の事業者

商品・サービスの勧誘や販売を
行う販売店、代理店等

岡山市消費生活センターの相談窓口

警察

上記１～10以外の人や機関等

民生・児童委員、町内会

弁護士や司法書士

３以外の公的な相談窓口

地域包括支援センターや介護事業者など、

高齢者の支援機関等

無回答

(%)

※前回調査なし

今回調査(n=253) 前回調査(n=417)

問４-２ その不満や被害について、誰かに相談したり、自分で調べたりしましたか。 

（○はいくつでも） 

 
【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不満や被害の相談先について、「家族」との回答が 44.3％と最も高く、次いで、「インターネット

等で自分で調べた」（24.5％）、「知人、同僚等の身近な人」（17.4％）などの順となっている。また、

「何もしなかった」との回答が 22.1％となっている。 

経年比較でみると、「家族」、「インターネット等で自分で調べた」との回答はどちらも今回調査が

前回調査を 10 ポイント以上上回っていること、「何もしなかった」との回答割合が減少しているこ

となどから、相談もしくは自主的に調べる等、不満や被害を受けて何らかの行動をしている人が増

加していることがわかる。 
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48.7 

20.9 

19.1 

18.3 

11.3 

2.6 

0.9 

0.9 

16.5 

2.6 

40.7 

27.4 

16.3 

8.9 

6.7 

1.5 

0.7 

1.5 

0.7 

25.9 

0.7 

0 20 40 60

男性(n=115) 女性(n=135)

家族

インターネット等で自分で調べた

何もしなかった

知人、同僚等の身近な人

商品・サービスの提供元である

メーカー等の事業者

商品・サービスの勧誘や販売を
行う販売店、代理店等

岡山市消費生活センターの相談窓口

警察

上記１～10以外の人や機関等

民生・児童委員、町内会

弁護士や司法書士

３以外の公的な相談窓口

地域包括支援センターや介護事業者など、

高齢者の支援機関等

無回答

(%)

【性別】 

 

「商品・サービスの提供元であるメーカー等の事業者」との回答は男性（18.3％）が女性（8.9％）

を 9.4ポイント上回っている。また、「何もしなかった」との回答は女性（25.9％）が男性（16.5％）

を 9.4ポイント上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



 

50 
 

（％）
家
族

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
等
で
自
分

で
調
べ
た

知
人
、

同

僚
等
の
身
近
な
人

商
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
元

で
あ
る
メ
ー

カ
ー

等
の
事
業

者 商
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
勧
誘
や

販
売
を
行

う
販
売
店
、

代
理

店
等

岡
山
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー

の
相
談
窓

口

警
察

上
記
１
～

1
0
以
外
の
人
や

機
関
等

民
生
・
児

童
委
員
、

町
内
会

弁
護
士
や

司
法
書
士

44.3 24.5 17.4 13.0 8.7 2.0 0.8 0.8 0.4 0.4

30歳未満（n=20） 45.0 35.0 15.0 10.0 - 5.0 - - - -

30～39歳（n=20） 70.0 25.0 20.0 - 10.0 - - - - -

40～49歳（n=51） 41.2 51.0 17.6 7.8 2.0 - - - - -

50～59歳（n=42） 38.1 31.0 14.3 16.7 14.3 - - 2.4 - -

60～64歳（n=24） 33.3 16.7 20.8 16.7 12.5 4.2 4.2 - 4.2 4.2

65～70歳（n=28） 39.3 10.7 17.9 21.4 10.7 3.6 - - - -

71～74歳（n=29） 55.2 6.9 17.2 13.8 10.3 - - - - -

75歳以上（n=38） 44.7 5.3 18.4 15.8 10.5 5.3 2.6 2.6 - -

１位 ２位 ３位
※上位10位までを掲載。

  全  体（n=253）

年
齢
別

【年齢別】 
 

「家族」との回答は 30～39 歳で 70.0％と高くなっている。「インターネット等で自分で調べた」

との回答は 40～49歳で 51.0％と高くなっており、年齢が上がるにつれて、割合が減少していく傾向

がある。 
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かなり心掛けている ある程度心掛けている どちらともいえない

あまり心掛けていない ほとんど・まったく心掛けていない

無回答

27.2 

20.2 

54.9 

59.0 

8.7 

10.7 

4.1 

5.8 

1.9 

3.2 

3.1 

1.1 

今回調査

(n=1,149)

前回調査

(n=1,388)

(%)
0 20 40 60 80 100

6.1 

6.8 

29.6 

33.0 

30.5 

29.5 

21.9 

21.8 

7.7 

7.6 

4.3 

1.2 

今回調査
(n=1,149)

前回調査
(n=1,388)

(%)
0 20 40 60 80 100

12.9 

11.8 

38.8 

36.2 

22.3 

26.2 

13.7 

14.6 

8.3 

10.0 

4.1 

1.2 

今回調査
(n=1,149)

前回調査
(n=1,388)

(%)
0 20 40 60 80 100

9.1 

12.6 

36.6 

45.0 

28.9 

25.9 

14.7 

10.3 

6.8 

4.8 

3.9 

1.5 

今回調査
(n=1,149)

前回調査
(n=1,388)

(%)
0 20 40 60 80 100

４ 商品やサービスを選択する際の心掛けや消費生活の知識について 

問５ 消費者として、以下の行動をどの程度心掛けていますか。（ア）～（キ）のそれぞれについて、

あてはまるものを１つずつお選びください。（○はそれぞれ１つずつ） 

 
【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（ア）表示や説明を十分確認し、その内容を理解した上で商品やサービスを選択する 

（イ）トラブルに備えて、対処方法をあらかじめ準備・確認しておく 

（ウ）商品やサービスについて問題があれば、事業者に伝える 

（エ）環境に配慮した商品やサービスを選択する 

『心掛けている』 

 
『心掛けていない』 
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かなり心掛けている ある程度心掛けている どちらともいえない

あまり心掛けていない ほとんど・まったく心掛けていない

無回答

0.9 

1.4 

4.5 

4.5 

11.5 

15.8 

24.1 

30.5 

55.1 

46.7 

3.9 

1.0 

今回調査

(n=1,149)

前回調査

(n=1,388)

(%)
0 20 40 60 80 100

13.1 

9.5 

38.2 

43.4 

24.5 

22.8 

13.4 

16.4 

6.6 

6.8 

4.1 

1.1 

今回調査
(n=1,149)

前回調査
(n=1,388)

(%)
0 20 40 60 80 100

26.2 

19.3 

44.9 

49.6 

15.0 

17.9 

6.8 

8.3 

3.5 

3.6 

3.7 

1.3 

今回調査
(n=1,149)

前回調査
(n=1,388)

(%)
0 20 40 60 80 100

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消費者としての心掛けについて、『心掛けている』（「かなり心掛けている」と「ある程度心掛けて

いる」を合わせた割合）との回答は、「表示や説明を十分確認し、その内容を理解した上で商品やサ

ービスを選択する」で 82.1％と高くなっている。また、『心掛けていない』（「あまり心掛けていない」

と「ほとんど・まったく心掛けていない」を合わせた割合）との回答は、「消費者団体や市民団体等

の講座やイベントに参加する」で 79.2％と高くなっている。 

経年比較でみると、「環境に配慮した商品やサービスを選択する」を『心掛けている』との回答は

今回調査（45.7％）が前回調査（57.6％）を 11.9 ポイント下回っていることが特徴的である。 

 

  

（オ）ライフステージや経済状況の変化等、将来を見通した生活設計を考える 

（カ）個人情報の管理について気を付けている 

（キ）消費者団体や市民団体等の講座やイベントに参加する 

『心掛けている』 

 
『心掛けていない』 
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知っていた 知らなかった 無回答

30.5 67.4 2.1 
全体

(n=1,149)

(%)
0 20 40 60 80 100

21.6 75.7 2.7 
全体

(n=1,149)

(%)
0 20 40 60 80 100

95.6 

3.2 

1.2 
全体

(n=1,149)

(%)
0 20 40 60 80 100

43.9 54.1 2.0 
全体

(n=1,149)

(%)
0 20 40 60 80 100

26.4 71.2 2.4 
全体

(n=1,149)

(%)
0 20 40 60 80 100

44.6 53.4 2.0 
全体

(n=1,149)

(%)
0 20 40 60 80 100

問６ 次の事柄について、知っていましたか、それとも知りませんでしたか。（ア）～（サ）のそれぞ

れについて、あてはまるものを１つずつお選びください。（○はそれぞれ１つずつ） 

 
【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（ア）フェアトレードとは、途上国の人々と対等な関係や環境保護を目指し、適正な価格で取引をするこ

とをいう 

（イ）フード・マイレージとは、環境負荷軽減の観点から、食料品の輸送に伴うＣＯ２排出量を指標化し

たものをいう 

（ウ）賞味期限とは「おいしく食べることが出来る期限」のことである 

（エ）原材料名表示は重量順になっている 

（オ）消費生活センター（消費生活相談窓口）に相談した内容は、国のデータベースに集約され、事業者

指導や法改正等に役立てられる 

（カ）契約は、口約束でも成立する 
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89.7 8.5 1.7 
全体

(n=1,149)

(%)
0 20 40 60 80 100

26.1 71.6 2.3 
全体

(n=1,149)

(%)
0 20 40 60 80 100

72.0 25.7 2.3 
全体

(n=1,149)

(%)
0 20 40 60 80 100

41.9 55.6 2.4 
全体

(n=1,149)

(%)
0 20 40 60 80 100

36.9 60.7 2.4 
全体

(n=1,149)

(%)
0 20 40 60 80 100

知っていた 知らなかった 無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消費生活の知識について、「知っていた」との回答は「賞味期限とは「おいしく食べることが出来

る期限」のことである」（95.6％）、「国民年金の加入義務は、20 歳から生じる」（89.7％）、「偽ブラ

ンド品とわかって購入することは、違法行為を行う事業者を支援することになる」（72.0％）などの

順となっている。一方、「知らなかった」との回答は「フード・マイレージとは、環境負担軽減の観

点から、食料品の輸送に伴うＣＯ２排出量を指標化したものをいう」（75.7％）、「テレビショッピン

グやインターネット通販等、通信販売で購入した商品は、クーリング・オフの対象ではない」（71.6％）

が高くなっている。 

 

 

（キ）国民年金（基礎年金）の加入義務は、20歳から生じる 

（ク）テレビショッピングやインターネット通販等、通信販売で購入した商品は、クーリング・オフの対

象ではない 

（ケ）偽ブランド品とわかって購入することは、違法行為を行う事業者を支援することになる 

（コ）令和４年度から成年年齢が 18歳に引き下げられ、従来は原則認められてきた「未成年者取消権（親

の同意を得ず行った契約の取消）」が、18歳に到達すると行使できなくなる 

（サ）カスタマーハラスメントとは、顧客の要求内容、又は要求態度が、社会通念に照らして著しく不相

当であることをいう 
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64.3 

46.4 

38.7 

40.9 

30.5 

27.7 

25.6 

20.0 

18.0 

28.6 

53.6 

61.3 

58.7 

69.5 

70.6 

71.1 

78.3 

75.4 

7.1 

0.5 

1.7 

3.3 

1.7 

6.6 

知っていた 知らなかった 無回答

20歳未満
(n=14)

20～29歳

(n=69)

30～39歳

(n=119)

40～49歳
(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳

(n=119)

65～70歳
(n=121)

71～74歳

(n=115)

75歳以上

(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

（ア）フェアトレードとは、途上国の人々と対等な関係や環境保護を目指し、適正な価格で取引する

ことをいう 

 

【年齢別】 

 

「知っていた」との回答は 20歳未満で 64.3％、20～29歳で 46.4％と高くなっている。また、「知

っていた」割合は、年齢が上がるにつれて低くなる傾向がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
別 
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42.9 

39.1 

24.4 

22.1 

25.7 

22.7 

12.4 

15.7 

16.6 

50.0 

60.9 

75.6 

77.4 

73.7 

74.8 

83.5 

81.7 

75.4 

7.1 

0.0 0.0 

0.5 

0.6 

2.5 

4.1 

2.6 

8.1 

知っていた 知らなかった 無回答

20歳未満

(n=14)

20～29歳

(n=69)

30～39歳
(n=119)

40～49歳

(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳

(n=119)

65～70歳

(n=121)

71～74歳
(n=115)

75歳以上

(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

（イ）フード・マイレージとは、環境負荷軽減の観点から、食料品の輸送に伴うＣＯ２排出量を指標

化したものをいう 

 

【年齢別】 

 

「知っていた」との回答は 30歳未満で約４割と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
別 
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85.7 

97.1 

98.3 

96.6 

97.6 

99.2 

93.4 

93.9 

91.5 

7.1 

2.9 

1.7 

3.4 

2.4 

5.0 

3.5 

5.2 

7.1 

0.8 

1.7 

2.6 

3.3 

知っていた 知らなかった 無回答

20歳未満
(n=14)

20～29歳

(n=69)

30～39歳

(n=119)

40～49歳
(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳

(n=119)

65～70歳
(n=121)

71～74歳

(n=115)

75歳以上

(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

（ウ）賞味期限とは「おいしく食べることが出来る期限」のことである 

 

【年齢別】 

 

20 歳未満を除くすべての年齢層で「知っていた」との回答は９割以上と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
別 
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42.9 

56.5 

47.9 

60.6 

46.7 

42.9 

33.1 

34.8 

30.8 

50.0 

43.5 

51.3 

39.4 

53.3 

56.3 

64.5 

62.6 

62.6 

7.1 

0.8 

0.8 

2.5 

2.6 

6.6 

知っていた 知らなかった 無回答

20歳未満

(n=14)

20～29歳
(n=69)

30～39歳

(n=119)

40～49歳

(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳
(n=119)

65～70歳

(n=121)

71～74歳

(n=115)

75歳以上
(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

37.6 

49.1 

20.0 

60.4 

48.8 

80.0 

2.0 

2.0 

知っていた 知らなかった 無回答

(%)
0 20 40 60 80 100

男性

(n=498)

女性
(n=641)

無回答
(n=5)

（エ）原材料名表示は重量順になっている 

 

【性別】 

 

「知っていた」との回答は女性（49.1％）が男性（37.6％）を 11.5 ポイント上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

 

「知っていた」との回答は、64 歳以下の各年齢層で 4 割以上、特に 40～49 歳では 60.6％と高く

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
別 

性
別 
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14.3 

18.8 

25.2 

26.4 

26.9 

31.1 

26.4 

27.8 

27.0 

78.6 

81.2 

74.8 

73.6 

73.1 

67.2 

71.1 

69.6 

64.0 

7.1 

1.7 

2.5 

2.6 

9.0 

知っていた 知らなかった 無回答

20歳未満
(n=14)

20～29歳

(n=69)

30～39歳

(n=119)

40～49歳
(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳

(n=119)

65～70歳
(n=121)

71～74歳

(n=115)

75歳以上

(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

（オ）消費生活センター（消費生活相談窓口）に相談した内容は、国のデータベースに集約され、事

業者指導や法改正等に役立てられる 

 

【年齢別】 

 

「知らなかった」との回答は 30歳未満で約８割と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
別 



 

60 
 

64.3 

46.4 

43.7 

42.3 

48.5 

47.9 

41.3 

54.8 

36.5 

28.6 

53.6 

56.3 

57.2 

51.5 

51.3 

56.2 

44.3 

55.9 

7.1 

0.5 

0.8 

2.5 

0.9 

7.6 

知っていた 知らなかった 無回答

20歳未満
(n=14)

20～29歳

(n=69)

30～39歳

(n=119)

40～49歳
(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳

(n=119)

65～70歳
(n=121)

71～74歳

(n=115)

75歳以上

(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

53.6

37.6

40.0

44.6

60.2

60.0

1.8

2.2

知っていた 知らなかった 無回答

(%)
0 20 40 60 80 100

男性

(n=498)

女性

(n=641)

無回答
(n=5)

（カ）契約は、口約束でも成立する 

 

【性別】 

 

「知っていた」との回答は男性（53.6％）が女性（37.6％）を 16.0 ポイント上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

 

「知っていた」との回答は 20歳未満で 64.3％、71～74歳で 54.8％と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
別 

性
別 
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71.4 

89.9 

92.4 

93.8 

94.0 

92.4 

88.4 

88.7 

82.5 

21.4 

10.1 

6.7 

6.3 

6.0 

6.7 

9.9 

9.6 

11.4 

7.1 

0.8 

0.8 

1.7 

1.7 

6.2 

知っていた 知らなかった 無回答

20歳未満
(n=14)

20～29歳

(n=69)

30～39歳

(n=119)

40～49歳
(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳

(n=119)

65～70歳
(n=121)

71～74歳

(n=115)

75歳以上

(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

（キ）国民年金（基礎年金）の加入義務は 20歳から生じる 

 

【年齢別】 

 

「知っていた」との回答は 20 歳未満を除く各年齢層において、８～９割程度と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
別 
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50.0 

34.8 

21.0 

23.1 

26.9 

23.5 

20.7 

32.2 

28.9 

42.9 

65.2 

78.2 

76.9 

73.1 

74.8 

76.0 

66.1 

63.5 

7.1 

0.8 

1.7 

3.3 

1.7 

7.6 

知っていた 知らなかった 無回答

20歳未満
(n=14)

20～29歳

(n=69)

30～39歳

(n=119)

40～49歳
(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳

(n=119)

65～70歳
(n=121)

71～74歳

(n=115)

75歳以上

(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

（ク）テレビショッピングやインターネット通販等、通信販売で購入した商品は、クーリング・オフ

の対象ではない 

 

【年齢別】 

 

「知っていた」との回答は 20歳未満で 50.0％と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
別 
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50.0 

72.5 

63.0 

82.2 

86.2 

67.2 

64.5 

69.6 

64.9 

42.9 

27.5 

37.0 

17.3 

13.8 

31.1 

32.2 

27.8 

27.5 

7.1 

0.5 

1.7 

3.3 

2.6 

7.6 

知っていた 知らなかった 無回答

20歳未満
(n=14)

20～29歳

(n=69)

30～39歳

(n=119)

40～49歳
(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳

(n=119)

65～70歳
(n=121)

71～74歳

(n=115)

75歳以上

(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

（ケ）偽ブランド品とわかって購入することは、違法行為を行う事業者を支援することになる 

 

【年齢別】 

 

「知っていた」との回答は 40～59歳で８割台と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
別 



 

64 
 

28.6 

30.4 

34.5 

39.4 

41.3 

41.2 

45.5 

50.4 

47.4 

64.3 

69.6 

65.5 

60.1 

58.7 

56.3 

52.9 

47.0 

44.1 

7.1 

0.5 

2.5 

1.7 

2.6 

8.5 

知っていた 知らなかった 無回答

20歳未満
(n=14)

20～29歳

(n=69)

30～39歳

(n=119)

40～49歳
(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳

(n=119)

65～70歳
(n=121)

71～74歳

(n=115)

75歳以上

(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

（コ）令和４年度から成年年齢が 18歳に引き下げられ、従来は原則認められてきた「未成年者取消

権（親の同意を得ず行った契約の取消）」が、18歳に到達すると行使できなくなる 

 

【年齢別】 

 

「知っていた」との回答は、20歳未満で 28.6％と低くなっており、その割合は、年齢が上がるに

つれて高くなる傾向がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
別 



 

65 
 

7.1 

36.2 

42.9 

46.2 

49.7 

34.5 

22.3 

28.7 

30.8 

85.7 

63.8 

57.1 

53.4 

50.3 

63.0 

76.0 

68.7 

60.7 

7.1 

0.5 

2.5 

1.7 

2.6 

8.5 

知っていた 知らなかった 無回答

20歳未満
(n=14)

20～29歳

(n=69)

30～39歳

(n=119)

40～49歳
(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳

(n=119)

65～70歳
(n=121)

71～74歳

(n=115)

75歳以上

(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

（サ）カスタマーハラスメントとは、顧客の要求内容、又は要求態度が、社会通念に照らして著しく

不相当であることをいう 

 

【年齢別】 

 

「知っていた」との回答は 50～59 歳で 49.7％と高くなっており、20～64 歳までの就労している

年齢層で、高い傾向がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コメント】 

・フェアトレードやフード・マイレージについて「知っていた」割合は、年齢別に見ると 30歳未満で

高くなっている。半面、同年齢層において、成年年齢引き下げと未成年者取消権との関係について

（※）「知っていた」割合が低くなっている。 

・インターネット通販等がクーリング・オフ制度の対象外であることについて「知っていた」、割合

は、30歳未満の若年層で高く、中・高年層で低い傾向がある。 

・カスタマーハラスメントについて「知っていた」割合は、20～64歳までの就労している年齢層で、

高い傾向がある。 

 

（※）令和４年度から成年年齢が 18歳に引き下げられ、従来は原則認められてきた「未成年者取消権（親

の同意を得ず行った契約の取消）」が、18歳に到達すると行使できなくなる。 

  

年
齢
別 
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【参考資料：前回アンケート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  🔍解 説 

（ア）フェアトレードとは、途上国の人々との対等な関係や環境保護を目指し、適正な価格で取引を行うことである。 

（イ）フード・マイレージとは、環境負荷軽減の観点から、食料品の輸送に伴うＣＯ２排出量を指標化したものである。 

（ウ）賞味期限とは、食品をおいしく食べることのできる期限である。 

（エ）原材料名表示は重量順に表示される。 【例】原材料名：小麦粉、砂糖、りんご （左から順に多く使用） 

（オ）消費生活センターへの相談内容は国のデータベースに集約され、事業者指導や法改正等に役立てられる。 

（カ）契約は、押印が無くても、口約束（お互いの合意）だけで成立する。 

（キ）国民年金の加入義務は、20歳の誕生月から生じる。 

（ク）インターネット通販等（テレビショッピング含）は、自分の意志での購入であり、不意打ち性が認められないため、 

   クーリング・オフ適用対象外である。 

（ケ）偽ブランド品を購入すると、違法行為を行う事業者を支援することになってしまう。 

31.9 

18.9 

89.2 

44.7 

41.6 

43.4 

72.6 

15.1 

65.3 

2.6 

4.1 

6.1 

11.3 

3.0 

37.7 

14.6 

56.9 

15.9 

63.3 

74.4 

4.0 

41.2 

52.5 

17.4 

11.5 

26.3 

17.8 

2.2 

2.6 

0.6 

2.7 

3.0 

1.6 

1.4 

1.7 

0.9 

正解 わからない 無回答

（ア）フェアトレードについて

（イ）フード・マイレージについて

（ウ）賞味期限について

（エ）原材料名表示の順番の

決まりについて

（オ）消費生活センターの相談
内容の活用について

（カ）契約は、押印無しでも成立

することについて

（キ）国民年金の加入義務

年齢について

（ク）インターネット通販等が

クーリング・オフ制度の

対象であるかについて

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=1,388)

不正解

（ケ）偽ブランド品の購入に

問題があるかについて

【参考資料：前回アンケート】

以下の消費生活の事柄について、正しく理解していた者の割合（正誤判定問題による）
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23.0 73.5 3.5 

ある ない 無回答

全体
(n=1,149)

(%)
0 20 40 60 80 100

62.7 

47.9 

30.3 

23.4 

11.8 

7.4 

8.7 

8.1 

34.9 

52.1 

66.8 

73.7 

84.9 

89.3 

88.7 

84.4 

2.4 

0.0 

2.9 

3.0 

3.4 

3.3 

2.6 

7.6 

ある ない 無回答

30歳未満
(n=83)

30～39歳
(n=119)

40～49歳

(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳
(n=119)

65～70歳

(n=121)

71～74歳

(n=115)

75歳以上

(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

５ 学校教育における消費生活に関する学習機会について 

問７ あなたは、在学当時に学校（小・中・高・高等専門学校・専門学校・大学）で消費生活に関す

る授業を受けたり、学習したりしたことがありますか。（○は１つ） 

 
【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

在学当時の学校で消費生活に関する授業や学習機会の有無について、「ある」（23.0％）、「ない」

（73.5％）となっている。 

 

【年齢別】 

 

「ある」との回答は 30 歳未満で 62.7％と高くなっている。また、「ある」との回答は年齢が上が

るにつれて低くなる傾向がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
別 
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55.7 

48.1 

24.6 

22.0 

4.5 

0.8 

0 20 40 60

高等学校・高等専門学校

中学校

小学校

大学

専門学校

無回答

(%)
(n=264)

（問７で「１ある」とお答えになった方にお聞きします。） 

問７-１ どこで学習しましたか。（○はいくつでも） 

 
【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習場所について、「高等学校・高等専門学校」との回答が 55.7％と最も高く、次いで、「中学校」

（48.1％）、「小学校」（24.6％）などの順となっている。 
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5.1 

7.1 

81.5 

82.3 

4.5 

8.4 

8.8 

2.2 

ある ない わからない 無回答

今回調査

(n=1,149)

前回調査

(n=1,388)

(%)
0 20 40 60 80 100

６ 消費生活に関する啓発や消費者教育について 

問８ 消費生活に関する講座やイベントに参加したことがありますか。（○は１つ） 

 
【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

消費生活に関する講座やイベントへの参加状況について、「ある」（5.1％）、「ない」（81.5％）とな

っている。 

経年比較でみると、大きな差は見られない。 
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44.1 

42.4 

37.3 

32.2 

25.4 

20.3 

13.6 

1.7 

61.6 

53.5 

39.4 

22.2 

25.3 

30.3 

32.3 

4.0 

0 20 40 60 80

契約のルールや取引のトラブル防止策

安全・安心な商品の選び方・表示の見方

環境に配慮した生活

家計の管理、生活設計

環境や社会、人に配慮した商品・サービスを
選択する「エシカル消費」に関する知識

製品事故や取引被害にあったときの解決手段

情報通信の有効活用・安全確保

その他

無回答

(%)

今回調査(n=59) 前回調査(n=99)

（問８で「１ある」とお答えになった方にお聞きします。） 

問８-１ それは、どのような内容のものでしたか。（○はいくつでも） 

 
【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消費生活に関する講座やイベントの内容について、「契約のルールや取引のトラブル防止策」との

回答が 44.1％と最も高く、次いで、「安全・安心な商品の選び方・表示の見方」（42.4％）、「環境に

配慮した生活」（37.3％）などの順となっている。 

経年比較でみると、増加分として「家計の管理、生活設計」（＋10.0 ポイント）が、減少分として

「契約のルールや取引のトラブル防止策」（－17.5 ポイント）が特徴的である。 
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32.2 

30.5 

23.7 

18.6 

15.3 

10.2 

1.7 

0 10 20 30 40

職場での講習会・勉強会等

事業者・事業者団体主催の講習会・見学会等

岡山市消費生活センター等の講習会や

イベント・出前講座等

１以外の公的機関等の講習会や

イベント・出前講座等

消費者団体等主催の講習会・勉強会等

その他

無回答

(%)
(n=59)

（問８で「１ある」とお答えになった方にお聞きします。） 

問８-２ それは、どのような機会に受けましたか。（○はいくつでも） 

 
【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消費生活に関する講座やイベントの機会について、「職場での講習会・勉強会等」との回答が 32.2％

と最も高く、次いで、「事業者・事業者団体主催の講習会・見学会等」（30.5％）、「岡山市消費生活セ

ンター等の講習会やイベント・出前講座等」（23.7％）などの順となっている。 
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47.4 

37.2 

25.9 

22.7 

21.1 

11.8 

3.6 

1.4 

63.8 

24.5 

20.9 

21.3 

15.8 

8.0 

2.6 

1.8 

0 20 40 60 80

講座やイベントが開催されていることを
知らなかった

講座やイベントのテーマに

興味・関心がわかない

講座やイベントに参加することは面倒である

忙しく時間がない

日程・場所が合わない

他の機会で情報を得ているから
参加する必要がない

その他

無回答

(%)

今回調査(n=937) 前回調査(n=1,143)

（問８で「２ない」とお答えになった方にお聞きします。） 

問８-３ 消費生活の講座やイベントに参加したことがないのはなぜですか。（○は３つまで） 

 
【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消費生活の講座やイベントに参加したことがない理由について、「講座やイベントが開催されてい

ることを知らなかった」との回答が 47.4％と最も高く、次いで、「講座やイベントのテーマに興味・

関心がわかない」（37.2％）、「講座やイベントに参加することは面倒である」（25.9％）などの順とな

っている。 

経年比較でみると、減少分として、「講座やイベントが開催されていることを知らなかった」（－

16.4 ポイント）が、増加分として、「講座やイベントのテーマに興味・関心がわかない」（＋12.7 ポ

イント）などが特徴的で、講座やイベントの周知の点は改善されているが、扱うテーマが興味・関心

を集めにくいことがわかった。 
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（％）
講
座

や
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
て

い
る
こ
と
を
知
ら
な

か
っ

た

講
座

や
イ
ベ
ン
ト
の
テ
ー

マ

に
興

味
・
関
心
が
わ
か
な
い

講
座

や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す

る
こ

と
は
面
倒
で
あ
る

忙
し

く
時
間
が
な
い

日
程

・
場
所
が
合
わ
な
い

他
の

機
会
で
情
報
を
得
て
い

る
か

ら
参
加
す
る
必
要
が
な

い そ
の

他

　
無

回
答

47.4 37.2 25.9 22.7 21.1 11.8 3.6 1.4

30歳未満（n=68） 47.1 44.1 29.4 11.8 7.4 13.2 1.5 1.5

30～39歳（n=106） 51.9 40.6 34.0 24.5 15.1 6.6 0.9 0.9

40～49歳（n=167） 37.1 44.9 26.3 30.5 21.6 8.4 3.0 -

50～59歳（n=137） 48.2 39.4 25.5 29.9 24.1 13.9 1.5 -

60～64歳（n=93） 58.1 31.2 21.5 33.3 32.3 10.8 2.2 -

65～70歳（n=100） 53.0 37.0 26.0 21.0 17.0 12.0 2.0 2.0

71～74歳（n=96） 43.8 26.0 26.0 18.8 28.1 13.5 2.1 1.0

75歳以上（n=168） 47.0 33.3 22.0 9.5 20.2 16.1 11.3 4.8

１位 ２位 ３位

  全  体（n=937）

年
齢
別

5.0 

4.5 

14.8 

11.2 

38.2 

29.4 

30.4 

31.8 

9.4 

20.2 

2.2 

3.0 

今回調査

(n=1,149)

前回調査
(n=1,388)

(%)
0 20 40 60 80 100

提供されていると思う どちらかといえば提供されていると思う どちらともいえない

あまり提供されていないと思う 提供されていないと思う 無回答

【年齢別】 

 

 40～49歳以外の各年齢層で、「講座やイベントが開催されることを知らなかった」が１位になって

いる。ほか、「講座やイベントのテーマに興味・関心がわかない」との回答は 49歳以下の各年齢層で

４割以上、「講座やイベントに参加することは面倒である」との回答が全年齢層で２～３割程度、「忙

しく時間がない」との回答が 40～64歳までの就労している年齢層で３割程度と、それぞれ高くなっ

ていることが特徴的である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（すべての方がお答えください。） 

問９ 消費生活に関する学習の機会が提供されていると思いますか。（○は１つ） 

 
【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消費生活に関する学習機会の提供について、『提供されていない』（「あまり提供されていないと思

う」と「提供されていないと思う」を合わせた割合）との回答が 39.8％と高くなっている。 

経年比較でみると『提供されている』との回答は今回調査（19.8％）が前回調査（15.7％）を 4.1

ポイント上回っており、改善されていることがわかる。  

『提供されている』 

 
『提供されていない』 
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8.4 

3.4 

2.4 

1.8 

5.0 

2.5 

7.8 

10.0 

25.3 

12.6 

19.7 

13.2 

14.3 

8.3 

10.4 

14.7 

33.7 

44.5 

43.8 

41.3 

37.8 

39.7 

32.2 

31.3 

20.5 

31.1 

29.3 

32.9 

35.3 

33.9 

33.0 

27.0 

10.8 

6.7 

4.3 

9.6 

7.6 

13.2 

9.6 

13.3 

1.2 

1.7 

0.5 

1.2 

0.0 

2.5 

7.0 

3.8 

30歳未満
(n=83)

30～39歳
(n=119)

40～49歳

(n=208)

50～59歳

(n=167)

60～64歳
(n=119)

65～70歳

(n=121)

71～74歳

(n=115)

75歳以上
(n=211)

(%)
0 20 40 60 80 100

提供されていると思う どちらかといえば提供されていると思う どちらともいえない

あまり提供されていないと思う 提供されていないと思う 無回答

【年齢別】 

 

『提供されている』との回答は 30 歳未満で 33.7％と高くなっているが、65～70 歳では 10.8％と

低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年
齢
別 

『提供されている』 

 
『提供されていない』 
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47.2 

27.6 

26.5 

25.3 

24.5 

17.3 

15.9 

15.7 

14.8 

10.7 

9.7 

5.1 

1.8 

0.5 

6.6 

1.3 

39.8 

26.3 

26.0 

39.0 

39.8 

17.4 

23.7 

17.4 

12.6 

10.7 

5.1 

0.2 

12.8 

3.1 

0 10 20 30 40 50

悪質商法などの手口とトラブルへの対処

消費者に関わりの深い法律、制度

くらしに役立つ衣食住などに関する知識

電子マネーやＱＲコード決済など、

キャッシュレス決済に関する知識

食品の安全性や食品表示制度

消費生活トラブルの相談窓口の役割や利用方法

家計管理や生活設計（ライフプラン）に

ついての知識

商品やサービスの安全性やリコール情報

クレジットカードのしくみやローンなど、
金融に関する知識

環境や社会、人に配慮した商品・サービスを
選択する「エシカル消費」に関する知識

不動産契約や、資産形成に関する情報

講座や催しなどのイベント情報

消費者問題に取り組む団体・
グループなどの活動

その他

特にない

無回答

(%)

※前回調査なし

※前回調査なし

今回調査(n=1,149) 前回調査(n=1,388)

問 10 今後、消費生活に関する内容について、どのようなことを知りたいと思いますか。次の中から

あてはまるものをお答えください。（○は３つまで） 

 
【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後知りたいと思う消費生活に関する内容について、「悪徳商法などの手口とトラブルへの対処」

との回答が 47.2％と最も高く、次いで、「消費者に関わりの深い法律、制度」（27.6％）、「くらしに

役立つ衣食住などに関する知識」（26.5％）などの順となっている。また、今回新しく項目に加えた

「電子マネーやＱＲコード決済など、キャッシュレス決済に関する知識」（25.3％）も関心を集めて

いることがわかる。 

経年比較でみると、増加分として、「悪質商法などの手口とトラブルへの対処」（＋7.4 ポイント）

が、減少分として、「食品の安全性や食品表示制度」（－14.5 ポイント）、「消費生活トラブルの相談

窓口の役割や利用方法」（－22.5 ポイント）などが特徴的である。  
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制
度
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ト
ラ

ブ
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の
相
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窓
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の
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割
や
利
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法

家
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や
生

活
設
計
（

ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
）

に
つ
い

て
の
知
識

商
品
や
サ
ー

ビ

ス
の
安
全
性
や
リ

コ
ー

ル
情
報

ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー

ド
の
し
く
み
や

ロ
ー

ン
な
ど
、

金
融
に
関
す
る
知
識

環
境
や
社
会
、

人
に
配
慮
し
た
商

品
・
サ
ー

ビ
ス

を
選
択
す
る
「

エ
シ

カ
ル
消
費
」

に

関
す
る
知
識

47.2 27.6 26.5 25.3 24.5 17.3 15.9 15.7 14.8 10.7

30歳未満（n=83） 43.4 31.3 19.3 19.3 14.5 12.0 25.3 14.5 32.5 7.2

30～39歳（n=119） 47.9 34.5 19.3 23.5 19.3 16.8 28.6 9.2 27.7 10.1

40～49歳（n=208） 48.1 32.2 20.2 27.4 15.4 17.8 26.9 14.4 17.8 8.2

50～59歳（n=167） 53.9 28.7 24.0 22.8 18.0 21.6 15.6 21.6 13.8 9.0

60～64歳（n=119） 41.2 31.9 23.5 36.1 27.7 21.8 10.9 23.5 11.8 11.8

65～70歳（n=121） 44.6 23.1 30.6 24.0 30.6 12.4 8.3 18.2 9.9 14.9

71～74歳（n=115） 48.7 22.6 33.0 32.2 27.8 18.3 6.1 12.2 5.2 16.5

75歳以上（n=211） 45.5 19.4 38.4 19.4 38.9 15.6 7.1 12.8 8.1 10.4

１位 ２位 ３位
※上位10位までを掲載。

  全  体（n=1,149）

年
齢
別

【年齢別】 

 

全年齢層で「悪質商法などの手口とトラブルへの対処」への関心が最も高い。 

ほか、各年齢層で２番目に関心を集めている内容については、以下のようになっている。 

30歳未満（32.5％）：「クレジットカードのしくみやローンなど、金融に関する知識」 

30～59歳（3割程度）：「消費者に関わりの深い法律、知識」 

60～64歳（36.1％）：「電子マネーやＱＲコード決済など、キャッシュレス決済に関する知識」 

65～70 歳（30.6％）：「食品の安全性や食品表示制度」「くらしに役立つ衣食住などに関する知識」 

71～74歳（33.0％）：「くらしに役立つ衣食住などに関する知識」 

75歳以上（38.9％）：「食品の安全性や食品表示制度」 

 

よって、消費者トラブルを除くと、回答者のライフステージに応じて関心を集める内容が異なる

ことがわかる。 
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47.2 

36.3 

36.0 

24.6 

19.3 

18.5 

11.8 

9.9 

6.6 

0.8 

10.2 

1.6 

0 10 20 30 40 50

身近な場所で相談できる窓口の充実

（消費生活相談窓口等）

インターネットを活用した、時間や場所などの

制約を受けない相談受付

消費者被害の実態や対処方法、
相談窓口の連絡先などの情報の提供

商品・サービスの事故などの
リコール情報の提供

住民の声を消費者行政に反映するための

提案や申し出制度の充実

行政から事業者への働きかけを強化

カスタマーサービスや、ＳＤＧｓに対する

事業者の取り組みの支援

消費者の自立を促す消費者教育
（講座などを含む）の機会の提供

消費者を取り巻く問題に取り組む
市民団体等の活動の支援

その他

特にない

無回答

(%)
(n=1,149)

７ 今後の取り組みについて 

問 11 消費者問題に対する取り組みとして、行った方がよいと感じることは何ですか。次の中からあ

てはまるものをお答えください。（○は３つまで） 

 
【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消費者問題に対する取り組みとして行った方がよいと感じることについて、「身近な場所で相談で

きる窓口の充実（消費生活相談窓口等）」との回答が 47.2％と最も高く、次いで、「インターネット

を活用した、時間や場所などの制約を受けない相談受付」（36.3％）、「消費者被害の実態や対処方法、

相談窓口の連絡先などの情報の提供」（36.0％）などの順となっている。 
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政
か
ら
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へ
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ス
や
、
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に
対

す
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事
業
者
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取
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み
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支

援

消
費
者
の
自

立
を
促
す
消
費
者

教
育
（

講
座

な
ど
を
含
む
）

の

機
会
の
提
供

消
費
者
を
取

り
巻
く
問
題
に
取

り
組
む
市
民

団
体
等
の
活
動
の

支
援

そ
の
他

47.2 36.3 36.0 24.6 19.3 18.5 11.8 9.9 6.6 0.8

30歳未満（n=83） 31.3 53.0 25.3 26.5 15.7 15.7 16.9 8.4 3.6 -

30～39歳（n=119） 40.3 57.1 26.9 24.4 23.5 20.2 15.1 12.6 6.7 1.7

40～49歳（n=208） 43.8 58.7 27.9 25.0 13.5 16.3 14.4 10.1 4.8 0.5

50～59歳（n=167） 47.9 47.3 44.3 22.8 18.0 21.6 16.2 5.4 6.0 0.6

60～64歳（n=119） 53.8 37.0 39.5 26.1 26.1 17.6 14.3 7.6 7.6 0.8

65～70歳（n=121） 52.9 22.3 38.8 27.3 20.7 16.5 7.4 10.7 7.4 -

71～74歳（n=115） 46.1 13.0 50.4 20.0 22.6 20.0 7.8 13.0 10.4 0.9

75歳以上（n=211） 52.6 7.1 36.5 26.1 18.5 19.9 5.2 10.9 7.1 1.4

１位 ２位 ３位
※上位10位までを掲載。

  全  体（n=1,149）

年
齢
別

【年齢別】 
 

行った方が良い消費者問題に対する取り組みで、「インターネットを活用した、時間や場所などの

制約を受けない相談受付」が 49歳以下の各年齢層で１位になっている。また、「身近な場所で相談で

きる窓口の充実（消費生活相談窓口等）」は、50～70歳、75歳以上の各年齢層において１位になって

いる。「消費者被害の実態や対処方法、相談窓口の連絡先などの情報の提供」との回答は 71～74歳で

１位になっており、30歳未満を除く他の年齢層でも２位または３位になっている。 
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61.0 

33.1 

27.4 

18.7 

16.9 

13.2 

10.5 

9.8 

9.7 

6.5 

1.1 

8.1 

1.7 

50.0 

31.6 

8.8 

22.0 

20.0 

15.1 

15.3 

8.2 

0.5 

11.3 

3.7 

0 20 40 60 80

小中学校や高等学校における

消費者教育の取り組み

市民向けパンフレット・教材等の作成・配布

ＳＤＧｓ・ＥＳＤ等との連携・協働

大学・専門学校における消費者教育の取り組み

事業者、事業者団体における

消費者教育の取り組み

消費生活に関連する、出前講座や講演会の実施

地域で消費者教育を普及・啓発する人材の育成

消費者団体や地域グループにおける

消費者教育の取り組み

保育所、幼稚園における消費者教育の取り組み

消費者教育を行う団体間の連携・

協働を進める機会づくり

その他

特にない

無回答

(%)

※前回調査なし

※前回調査なし

今回調査(n=1,149) 前回調査(n=1,388)

問 12 今後岡山市が消費者教育に関する取り組みを充実していくにあたり、特に重要だと思うもの

は何ですか。次の中からあてはまるものをお答えください。（○は３つまで） 

 
【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡山市が消費者教育に関する取り組みで重要だと思うことについて、「小中学校や高等学校におけ

る消費者教育の取り組み」との回答が 61.0％と最も高く、次いで、「市民向けパンフレット・教材等

の作成・配布」（33.1％）、「ＳＤＧｓ・ＥＳＤ等との連携・協働」（27.4％）などの順となっている。 

経年比較でみると、「ＳＤＧｓ・ＥＳＤ等との連携・協働」（＋18.6 ポイント）、「小中学校や高等

学校における消費者教育の取り組み」（＋11.0 ポイント）などの増加が特徴的である。 
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61.0 33.1 27.4 18.7 16.9 13.2 10.5 9.8 9.7 6.5

30歳未満（n=83） 68.7 21.7 28.9 30.1 10.8 4.8 7.2 7.2 16.9 6.0

30～39歳（n=119） 77.3 22.7 24.4 23.5 19.3 3.4 10.9 5.9 20.2 8.4

40～49歳（n=208） 73.6 25.5 28.4 20.2 21.6 10.6 10.6 9.6 7.2 5.3

50～59歳（n=167） 62.3 31.1 37.7 26.3 18.0 12.0 10.8 6.6 9.6 5.4

60～64歳（n=119） 58.8 40.3 33.6 16.8 16.8 11.8 5.9 11.8 8.4 5.0

65～70歳（n=121） 55.4 36.4 29.8 15.7 14.9 18.2 9.9 9.1 9.1 6.6

71～74歳（n=115） 57.4 36.5 29.6 10.4 17.4 18.3 14.8 7.0 5.2 6.1

75歳以上（n=211） 42.2 45.0 13.3 10.9 12.8 21.3 11.8 16.1 6.2 9.0

１位 ２位 ３位
※上位10位までを掲載。

年
齢
別

  全  体（n=1,149）

【年齢別】 
 

75 歳以上を除く各年齢層で、「小中学校や高等学校における消費者教育の取り組み」が１位になっ

ている。ほか、30～59歳で「ＳＤＧｓ・ＥＳＤ等との連携・協働」が、60～74歳で「市民向けパン

フレット・教材等の作成・配布」がそれぞれ２位と重要視されている。 
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